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日
本
経
団
連
は
一
月
一
日
に
「
経
団
連
ビ
ジ
ョ

ン
『
希
望
の
国
、
日
本
』」
を
発
表
し
た
。
安
倍

内
閣
の
「
美
し
い
国
」
構
想
を
財
界
の
視
点
か
ら

詳
細
に
肉
付
け
し
た
文
書
で
あ
り
、
１
４
０
頁
に

及
ぶ
長
文
で
あ
る
。「
希
望
の
国
」
が
達
成
さ
れ
る
は
ず
の
二
〇
一

五
年
の
目
標
値
を
示
す
と
と
も
に
、
当
面
五
年
間
に
な
す
べ
き
こ

と
を
別
に
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
、
直
ち
に
実
行
に
移
す
べ
き
行

動
計
画
も
具
体
的
で
あ
る
。
主
要
新
聞
は
元
日
の
紙
面
で
こ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
か
な
り
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
解
説
記
事

は
総
じ
て
文
書
の
意
図
を
好
意
的
に
紹
介
し
て
お
り
、
事
前
に
マ

ス
コ
ミ
各
社
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
働
く
国
民
に
と
っ
て
は
、
日
本
が
財
界
だ
け
の「
希

望
の
国
」
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
の

内
容
を
十
分
に
把
握
し
、
国
民
生
活
の
視
点
に
た
っ
た
明
確
な
批

判
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

文
書
の
基
本
的
内
容
は
、
新
自
由
主
義
論
者
、
内
閣
府
系
論
者

が
繰
り
返
し
て
き
た
主
張
に
過
ぎ
な
い
が
、
目
標
の
関
連
付
け
、

課
題
の
具
体
性
、
実
現
の
た
め
の
手
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
等

の
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
水
準
を
超
え
た
宣
戦
布
告
的
文
書
と
い
え

る
。ま

ず
、
基
本
姿
勢
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
礼
賛
、
ア
メ
リ
カ
的
思

考
様
式
礼
賛
が
露
骨
で
あ
る
。
文
書
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
御
手
洗

会
長
の
「
序
」
で
は
、「
私
は
、
一
九
六
六
年
か
ら
八
九
年
ま
で
米

国
で
過
ご
し
た
。
…
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
掲
げ
た
『
強
い
ア
メ
リ

カ
の
復
興
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
暗
闇
に
射
し
込
む
一
条
の
光
だ

っ
た
。
ひ
と
び
と
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
夢
に
力
づ
け
ら
れ
、
再

起
を
誓
っ
た
。
や
が
て
、
夢
は
現
実
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
」と
し
て
、

進
行
中
の
「
構
造
改
革
」
が
そ
の
日
本
版
に
な
る
べ
き
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
が
陥
っ
て
い
る
富
裕
と
貧
困
の
分
裂

な
ど
は
全
く
見
え
て
い
な
い
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
礼
賛
の
姿
勢
は
、
成
長
至
上
主
義
と
平
等
否
定

論＝

格
差
肯
定
論
と
一
体
化
し
て
い
る
。
明
確
に
「
成
長
重
視
の

選
択
」（
３
頁
）
が
宣
言
さ
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
個
人
間
の
競
争
と

そ
の
結
果
と
し
て
の
貧
富
の
差
が
肯
定
さ
れ
、「
結
果
の
平
等
は
求

め
ら
れ
な
い
。
…
結
果
の
平
等
は
…
勤
労
の
意
欲
を
殺
ぎ
、
無
気

力
と
怠
惰
を
助
長
す
る
」（
１６
頁
）
と
さ
れ
た
上
で
、
最
低
限
の
生

存
の
保
障
と
し
て
の
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
は
必
要
だ
が
、
そ
れ
は

公
的
制
度
で
あ
る
必
要
は
な
く
、「『
お
役
所
仕
事
』
よ
り
も
『
人

間
的
で
暖
か
い
サ
ー
ビ
ス
』」（
１７
頁
）の
方
が
適
切
で
あ
る
か
ら
、

社
会
保
障
費
は
削
減
し
、
個
人
的
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
地
域
に
期
待

す
べ
し
と
し
て
い
る
。

強
い
国
家
主
義
の
主
張
も
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
礼
賛
と
軌
を

「
財
界
好
み
の
日
本
か
、国
民
の
た
め
の
日
本
か

経
団
連『
希
望
の
国
、日
本
』を
読
む
」
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一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
と
一
体
化
し
た
安
全
保
障
体

制
を
実
現
す
る
た
め
に
憲
法
を
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
改
定

す
べ
し
と
し
て
い
る
。
国
民
全
体
を
こ
の
国
家
主
義
に
同
調
さ
せ

る
た
め
に
「
愛
国
心
」
が
持
ち
出
さ
れ
、「
愛
国
心
は
、
改
革
を
徹

底
し
て
い
く
前
提
」（
８１
頁
）
と
し
て
、「
官
公
庁
や
企
業
、
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
日
常
的
に
国
旗

を
掲
げ
、
国
歌
を
斉
唱
し
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
心
を
確
立
す
る
」

（
１
２
０
頁
）
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
基
本
姿
勢
の
下
で
、
日
本
を
盟
主
と
す
る
ア
ジ
ア
経

済
圏
構
想
、
法
人
税
負
担
軽
減
・
消
費
税
増
税
、
港
湾
設
備
を
中

心
と
す
る
公
共
事
業
整
備
、
社
会
保
障
圧
縮
、
労
働
改
革
、
教
育

改
革
、
政
治
献
金
増
額
等
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
問
題
に

つ
い
て
は
、
国
民
の
食
料
問
題
、
農
家
経
営
と
地
域
経
済
振
興
、

環
境
問
題
等
の
観
点
で
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
徹
底

し
て
貿
易
問
題
の
観
点
に
立
っ
て
方
針
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
妥
結
は
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
同
時

に
ア
ジ
ア
各
国
と
の
経
済
協
力
協
定
締
結
を
経
て
「
二
〇
一
一
年

ま
で
に
広
く
東
ア
ジ
ア
全
域
に
お
よ
ぶ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
成
立
を
め
ざ
す

べ
き
で
あ
る
」（
４９
頁
）
と
具
体
的
目
標
を
提
起
し
た
上
で
、
そ
れ

に
見
合
う
よ
う
に
農
政
を
改
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、「
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
所
有
と
利
用
の
分
離
、

新
規
参
入
の
促
進
、
担
い
手
へ
の
施
策
の
重
点
化
、
食
料
供
給
コ

ス
ト
縮
減
な
ど
に
よ
る
国
内
農
業
の
体
質
強
化
を
図
」
っ
て
、
具

体
的
目
標
値
と
し
て
、「
二
〇
一
〇
年
度
ま
で
に
、
一
般
企
業
な
ど

の
農
業
参
入
法
人
数
を
三
倍
（
五
〇
〇
法
人
）
と
す
る
」、「
二
〇

〇
九
年
度
に
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
を
二
倍
（
六
〇
〇
〇

億
円
）
に
引
き
上
げ
る
。」（
１
０
４
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

自
由
貿
易
の
た
め
の
国
際
交
渉
に
と
っ
て
は
農
水
省
の
存
在
は

邪
魔
で
あ
る
か
ら
、「
各
省
の
利
害
を
超
え
た
国
益
を
総
合
的
に
判

断
し
て
実
行
に
移
す
司
令
塔
と
し
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
な

ど
を
所
管
す
る
対
外
経
済
戦
略
特
命
大
臣
を
任
命
す
る
と
同
時

に
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
、
対
外
経
済
戦
略
特
命
大
臣
を
本

部
長
代
理
と
す
る
対
外
経
済
戦
略
推
進
本
部
を
内
閣
に
創
設
し
、

官
邸
主
導
に
よ
る
対
外
交
渉
お
よ
び
国
内
調
整
権
限
の
一
本
化
を

図
る
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
提
言
は
や
が
て
政
府
内
で

具
体
化
へ
向
か
う
可
能
性
が
強
い
が
、
農
水
省
は
鼎
の
軽
重
を
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
ト
ー
タ
ル
な
改
変
構
想
に
つ
い
て
は
大
い
に
議

論
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
は
そ
の
結
論

部
分
に
お
い
て
、
反
対
論
に
対
し
て
は
聞
く
耳
を
持
た
な
い
こ
と

を
居
丈
高
に
宣
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
実
り
の
な
い
議
論
に

ふ
け
り
、
机
上
の
空
論
に
時
を
費
や
し
て
い
る
余
裕
は
な
い
」

（
１
３
２
頁
）
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
認
識
の
財
界
に

対
し
て
は
、
農
村
と
都
市
を
結
ぶ
、
働
く
者
の
力
を
対
置
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
否
か
が
試
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｋ
Ｋ
）
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特
集：

Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
中
断
の
背
景
と

ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
農
業

昨
年
七
月
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
は
、
ア
メ
リ
カ
が
国
内
支
持
の
追
加
削
減
を
拒
否
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
中
断
に
陥
っ
た
。
以

後
、
ア
メ
リ
カ－

Ｅ
Ｕ
間
を
中
心
に
水
面
下
で
の
交
渉
が
行
わ
れ
、
一
月
上
旬
に
も
ア
メ
リ
カ－

Ｅ
Ｕ
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。

交
渉
再
開
に
向
け
相
当
の
進
展
は
あ
っ
た
が
、
両
者
の
主
張
の
溝
に
は
、
な
お
隔
た
り
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
交
渉
が
最
終
合
意
に
容
易
に
は
向
か
い
得
な
い
背
景＝

要
因
の
一
つ
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
イ
ン
ド－

Ｇ
２０
の

登
場
が
あ
る
。
先
進
輸
出
国
（
ア
メ
リ
カ
）
対
先
進
輸
入
国
（
Ｅ
Ｕ
・
日
本
）
と
い
う
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
ま
で
の
交
渉
軸

に
、
先
進
国
（
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
、
日
本
）
対
途
上
国
連
合
（
輸
出
国：

ブ
ラ
ジ
ル
、
人
口
大
国：

イ
ン
ド
）
と
い
う
交
渉
軸
が
、

新
た
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
交
渉
中
断
の
契
機
と
な
っ
た
�
ア
メ
リ
カ
の
国
内
支
持
の
追
加
削
減
�
を
最
も
強
く
主
張
し
た
の

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
イ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

今
回
の
特
集
に
お
い
て
は
、
交
渉
中
断
の
直
接
の
背
景
（
主
要
国
の
最
終
提
案
）
と
そ
の
経
過
を
提
示
し
た
う
え
で
、
Ｇ
２０
の

中
心
メ
ン
バ－

で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
農
業
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
至
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
基
礎
的
な
実
態
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
農
業
に
つ
い
て
精
通
し
て
い
る
三
人
の
方
（
ブ
ラ
ジ
ル：

農
林
水
産
省
農
林
水
産
政
策
研
究
所
・
清
水
純
一
企

画
科
長
、
イ
ン
ド：

京
都
大
学
・
藤
田
幸
一
教
授
、
中
国：

明
治
大
学
・
池
上
彰
英
教
授
）
に
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
。

（
特
集
担
当
者：

服
部
）
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Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
農
業
交
渉
と
そ
の
他
の
分
野
を
含
む
交
渉
全

体
は
、
大
詰
め
を
迎
え
る
と
考
え
ら
れ
た
昨
年
七
月
、
ラ
ミ
ー
事

務
局
長
に
よ
り
中
断
を
宣
言
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
、
国
内
支
持

の
一
層
の
削
減
を
拒
否
し
、
最
終
交
渉
に
入
ろ
う
と
し
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

昨
年
一
一
月
中
旬
、
パ
リ
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
ー
Ｅ
Ｕ
間
で

関
税
引
き
下
げ
に
つ
い
て
の
折
衝
が
行
わ
れ
た
が
、
交
渉
再
開
に

向
け
て
の
歩
み
寄
り
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、

一
一
月
下
旬
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ

イ
ン
ド
の
間
で
、

途
上
国
の
特
別
品
目
（
関
税
削
減
の
例
外
と
な
る
品
目
）
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
が
、
両
者
の
間
の
溝
は
狭
ま
っ
て
い

な
い
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
今
年
九
月
で
期
限

の
切
れ
る
現
行
二
〇
〇
二
年
農
業
法
に
代
わ
る
次
期
農
業
法
の
策

定
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
�
国
内
政
策
の
あ
り
方
が
国
内
支
持

削
減
の
方
向
に
向
か
う
か
、
ど
う
か
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
へ
の
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
国
内
支
持
削
減
に
つ
い
て
の
態
度
表
明
に
な
る
と
見

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
中
断
の
背
景
を
な
す
主

要
国
の
最
終
提
案
（
現
在
も
生
き
て
い
る
）
と
中
断
に
至
る
経
過

を
明
確
に
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
再
開
（
交
渉
妥
結
）
に
は
、
何
が

問
わ
れ
て
い
る
の
か
、
を
考
え
て
い
き
た
い
。
最
後
に
、
日
豪
Ｆ

Ｔ
Ａ
の
問
題
点
お
よ
び
、
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
と
の

関
連
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

１

関
税
削
減
に
つ
い
て
の
最
終
局
面
に
お
け
る
主
要

国
・
グ
ル
ー
プ
の
立
場

�

ア
メ
リ
カ：

途
上
国
を
狙
い
と
し
た
、
先
進
国
へ
の
大
幅

削
減
要
求

ア
メ
リ
カ
の
関
税
削
減
提
案
（
表
１
）
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の

Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉：

中
断
の
背
景
・
経
過
と
今
後
の
課
題

東
洋
大
学
教
授

服
部

信
司
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よ
う
で
あ
る
。

（
１
）
先
進
国
・
途
上
国
を
共
通
に
し
て
、
関
税
を
平
均
七
四
％

（
注
１
）
削
減
す
る
。

（
２
）
上
限
関
税
（
こ
れ
以
上
高
い
関
税
は
設
定
し
な
い
と
い
う

関
税
の
上
限
）
を
先
進
国
七
五
％
、
途
上
国
一
〇
〇
％
に

す
る
。

（
３
）
一
般
品
目
の
関
税
削
減
と
は
別
扱
い
す
る
重
要
品
目
の
数

を
全
品
目
の
一
％
に
す
る
。
重
要
品
目
に
も
上
限
関
税
を

課
す
。

こ
の
提
案
の
特
徴

は
、
�
そ
の
関
税
引

き
下
げ
率
七
四
％
が

極
端
に
高
い
。
ウ
ル

グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

合
意
（
一
九
九
三
年

一
二
月
）
の
平
均
削

減
率
三
六
％
の
実
に

二
倍
で
あ
る
。
�
重

要
品
目
数
が
全
品
目

の
一
％
で
極
端
に
少

な
い
。
�
上
限
関
税

が
極
度
に
低
い
こ
と

で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
関
税
削
減
提
案
は
、
他
の
主
要
国
・
地
域
と
は
異

な
り
、
先
進
国
・
途
上
国
共
通
に
な
っ
て
い
る
。
途
上
国
に
対
し

て
、
そ
の
発
展
途
上
で
あ
る
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
た
関
税
削
減

提
案
を
別
途
提
起
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
今
次

交
渉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
市
場
開
放
の
狙
い
が
途
上
国
（
特

に
、
イ
ン
ド
な
ど
の
人
口
大
国
途
上
国
）
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と

が
、
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
途
上
国
に
は
、
現
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
協
定
に
お
い
て
「
特
別
か

つ
異
な
る
扱
い
」
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
途
上
国
の
関
税
の
引
き

下
げ
は
、
先
進
国
の
三
分
の
二
に
割
り
引
か
れ
て
い
る
。
今
次
交

渉
に
お
い
て
も
先
進
国
の
三
分
の
二
以
下
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
こ
で
、
途
上
国
の
関
税
を
大
幅
に
引
き
下
げ
よ
う
と
す
れ

ば
、
先
進
国
の
関
税
の
き
わ
め
て
大
幅
な
ひ
き
下
げ
が
必
要
と
な

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
関
税
引
き
下

げ
提
案
は
、
先
進
国
に
対
し
て
、
極
端
と
も
い
う
べ
き
大
幅
な
引

き
下
げ
提
案
に
な
っ
て
い
る
。

�

Ｅ
Ｕ
・
日
本
の
立
場：

現
実
的
・
漸
進
的
削
減

関
税
削
減
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
と
日
本
の
立
場
は
、
今
次
交
渉
の
開

始
以
来
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て「
現
実
的
・
漸
進
的
削
減
」で
あ
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
の
提
案
（
表
２
）
は

（
１
）
関
税
の
平
均
削
減
率
を
四
六
％
と
す
る
。

（
２
）
上
限
関
税
を
先
進
国
一
〇
〇
％
、
途
上
国
一
五
〇
％
と
す

表１ アメリカの関税削減提案（０５，１０月）

注１）５５％→６５％へと削減率を漸増させていく。以下同じ。
注２）平均削減率（各階層の削減率の単純平均。以下同じ）：７４％
資料：農林水産省
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る
。

（
３
）
重
要
品
目

の
数
を
全
品
目
の

八
％
に
し
、
重
要

品
目
の
関
税
削
減

率
を
五
％
〜
二
〇

％
の
範
囲
に
す

る
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

前
回
ウ
ル
グ
ア

イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合

意
の
平
均
削
減
率

三
六
％
を
一
定
程

度
上
回
る
削
減
率

（
三
九
％
〜
四
六

％
）
を
提
起
し
た
わ
け
で
あ
る
。
現
実
的
・
漸
進
的
な
削
減
と
い

え
よ
う
。

わ
が
国
は
、
関
税
削
減
に
つ
い
て
、

（
１
）
平
均
三
五
％
削
減
す
る
（
表
３
）。

（
２
）
上
限
関
税
は
課
さ
な
い
。

（
３
）
重
要
品
目
の
数
は
、
全
体
の
一
五
％
（
Ｅ
Ｕ
の
八
％
の
約

二
倍
）
に
す
る
。

こ
の
提
案
の
背
景
に
は
、
�
農
産
物
輸
入
国
で
あ
る
日
本－

Ｇ

１０
諸
国
（
ス
イ

ス
、
ノ
ル
ウ
エ

ー
、
韓

国

な

ど
）
に
お
い
て

は
、
重
要
品
目

に
高
関
税
品
目

が
多
い
。
�
農

村
社
会
の
維
持

を
中
心
と
す
る

農
業
の
多
面
的

機
能
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に

は
、
今
日
の
農

業
生
産
水
準
を

維
持
す
る
必
要

が
あ
る
、
と
い

う
わ
が
国－

Ｇ

１０
諸
国
の
社
会

経
済
的
事
情
が

あ
る
（
そ
の
必

要
は
、
Ｇ
１０
諸

国
に
限

ら

な

い
）。

表２ EUの関税削減提案（０５，１０月）

注１）平均削減率４６％。
注２）ここに、EUの全品目の８０％が入る
資料：農林水産省

表３ 日本の関税削減提案（０５，１０月）

注１）平均削減率：３５－４０％
資料：農林水産省
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�

Ｇ
２０
（
ブ
ラ
ジ
ル
・
イ
ン
ド
）
の
立
場：

先
進
国
に
は
厳

し
く
、
途
上
国
に
は
優
遇
措
置
拡
大

ブ
ラ
ジ
ル
・
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
Ｇ
２０
の
関
税
削
減
提
案

（
表
４
）
は
、

（
１
）
先
進
国
に
つ
い
て
は
平
均
六
〇
％
の
削
減
、
途
上
国
に
つ

い
て
は
平
均
三
二
・
五
％
の
削
減
。

（
２
）
上
限
関
税
を
先
進
国
一
〇
〇
％
、途
上
国
一
五
〇
％
に
し
、

ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
重
要
品
目
に
も
課
す
。

（
３
）
重
要
品
目
は
、
全
品
目
の
一
％
に
す
る
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

Ｇ
２０
の
提
案
は
、
先
進
輸
入
国
に
対
し
て
、
上
限
関
税
の
設
定

を
中
心
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
進
国
に
つ

い
て
の
関
税
引
き
下
げ
率
が
、
ア
メ
リ
カ
提
案
と
Ｅ
Ｕ
・
日
本
提

案
の
中
間
に
近
い
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
い
い
。

他
方
、
途
上
国
の
関
税
引
き
下
げ
率
は
先
進
国
の
場
合
の
約
半

分
で
あ
り
、
三
分
の
二
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
途
上

国
に
関
し
て
は
、
重
要
品
目
に
加
え
、
特
別
品
目
（
途
上
国
の
食

料
安
全
保
障
、地
域
社
会
の
維
持
、生
活
保
障
に
関
わ
る
品
目
で
、

関
税
削
減
は
小
さ
く
て
済
む
）
の
規
定
が
、
〇
四
年
七
月
の
大
枠

合
意
に
お
い
て
認
め
ら
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
と
す
る
Ｇ
３３

は
、
特
別
品
目
と
し
て
、
全
品
目
の
一
〇
％
に
つ
い
て
関
税
削
減

ゼ
ロ
、
同
五
％
に
つ
い
て
関
税
削
減
五
％
、
同
五
％
に
つ
い
て
削

減
一
〇
％
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
途
上
国
自
身
に
つ
い
て
は
、

き
わ
め
て
柔
軟

で
現
実
的
な
提

案
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う

に
、
関
税
削
減

に
つ
い
て
の
主

要
国
・
地
域
の

立
場
は
、
�
超

大
幅
な
削
減
を

求
め
る
ア
メ
リ

カ
、
�
現
実
的

・
漸
進
的
削
減

を
提
起
し
、
大

幅
削
減
要
求
に

対
し
防
御
的
な

Ｅ
Ｕ
・
日
本
、

�
先
進
国
に
つ

い
て
は
、
ア
メ

リ
カ
と
日
・
Ｅ

Ｕ
の
中
間
く
ら

い
の
削
減
率
を

提
起
し
つ
つ
、

途
上
国
に
つ
い

表４ G２０（ブラジル、インド）の関税削減提案（０５，１０月）

注１） 平均削減率６０％
注２） 同上 ３２．５％
資料：農林水産省
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（デミニミス） 

て
は
現
実
的
・
漸
進
的
削
減
を
提
起
す
る
Ｇ
２０
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
次
に
見
る
国
内
支
持
の
場
合
に
は
、
こ
の
構
図
は
当

て
は
ま
ら
な
い
。

２

国
内
支
持
削
減
を
め
ぐ
る
主
要
国
・
グ
ル
ー
プ
の

立
場
と
そ
の
背
景

�

日
本
・
Ｅ
Ｕ：
大
幅
な
削
減
を
提
起

日
本
は
、
国
内
支
持
の
削
減
に
つ
い
て
、

（
１
）
無
条
件
の
削
減
対
象
で
あ
る
「
黄
の
政
策
」（
生
産
や
貿

易
を
歪
曲
す
る
政
策：

表
５
）
に
伴
う
補
助
金
と
価
格
支
持
額

｛（
価
格
支
持
水
準

国
際
価
格
）
Ｘ
（
生
産
量
）｝
を
、
日
本
に

つ
い
て
六
〇
％
削
減
し
、
ア
メ
リ
カ
に
も
六
〇
％
の
削
減
を
求
め

る
（
表
６
）。

（
２
）「
緑
の
政
策
」
以
外
の
「
国
内
支
持
全
体
」
を
、
日
本
に

つ
い
て
六
五
％
削
減
す
る
。
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
に
も
、
そ
の
国

内
支
持
全
体
を
六
五
％
削
減
す
る
こ
と
を
求
め
る
（
表
７
）、と
い

う
大
幅
な
削
減
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
狙
い
は
、
一
九
九
八
年
以
降
、
国
内
保
護
を
増
大
さ
せ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
の
国
内
支
持
の
削
減
に
あ
る
。

こ
こ
で
、
削
減
す
る
「
国
内
支
持
全
体
」
と
い
う
の
が
、
何
を

含
む
の
か
と
い
え
ば
、
�
上
述
の
「
黄
の
政
策
」
に
加
え
、
�
「
青

の
政
策
」（
生
産
調
整
に
伴
う
直
接
支
払
い
）と「
新
・
青
の
政
策
」

（
生
産
量
を
、
過
去
の
生
産
量
に
固
定
し
た
場
合
の
直
接
支
払

表５ WTO協定での国内農業政策の分類
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い：

表
８
）、�
デ
ミ
ニ
ミ
ス

（
小
規
模
な
政
策
に
と
も
な
う

補
助
金：

表
５
参
照
）、こ
れ
ら

の
合
計
の
こ
と
で
あ
る
。
保
護

削
減
を
免
除
さ
れ
る
「
緑
の
政

策
」
以
外
の
、
す
べ
て
の
政
策

に
伴
う
補
助
金
と
価
格
支
持
額

と
も
い
え
る
。

さ
て
、
Ｅ
Ｕ
は
、�
「
黄
の
政

策
」
に
伴
う
補
助
金
と
価
格
支

持
額
を
、
Ｅ
Ｕ
自
身
に
つ
い
て

七
〇
％
削
減
し
、
ア
メ
リ
カ
に

六
〇
％
の
削
減
を
求
め
る
と

し
、自
ら
の「
国
内
支
持
全
体
」

を
七
〇
％
削
減
す
る
一
方
、
ア

メ
リ
カ
の
国
内
支
持
全
体
に
つ

い
て
、
日
本
提
案
よ
り
や
や
低

い
六
〇
％
の
削
減
を
求
め
た
。

タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
、ア
メ
リ
カ
で
あ

る
。�

ア
メ
リ
カ：

自
国
の

「
国
内
支
持
全
体
」
に

表６ 黄の政策に伴う国内支持の削減率

資料：農林水産省

表７ 国内支持全体（１）の削減率

注１）黄の政策、青の政策と新・青の政策、デミニミス（最小限の政策）の合計

表８ 今次WTO交渉・農業大枠合意における「新・青の政策」

・ 新・青の政策：現行の生産に関係しない直接支払い

・ これを、従来の「青の政策」（生産調整の下での直接支払い）に加える。

・ 新・青の政策も保護削減の対象外

・ 青の政策全体に伴う助成額は、農業総生産額の５％以内とする。

・ アメリカの「新しい不足払い」（２００２年農業法）が該当
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つ
い
て
最
も
低
い
削
減
率
を
提
起

こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
、

（
１
）「
黄
の
政
策
」の
削
減
率
は
、自
国
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
、

日
本
・
Ｅ
Ｕ
か
ら
の
要
求
と
同
じ
六
〇
％
に
す
る
、
と
し
つ
つ
、

（
２
）「
国
内
支
持
全
体
」
に
つ
い
て
Ｅ
Ｕ
に
七
五
％
の
削
減

を
求
め
つ
つ
、
自
国
に
つ
い
て
は
、
最
も
低
い
五
三
％
削
減
に
と

ど
め
る
、
と
し
た
の
で
あ
る
（
前
掲
表
７
）。

自
国
の
「
国
内
支
持
全
体
」
の
削
減
率
が
、
他
国
か
ら
の
要
求

に
対
し
著
し
く
低
く
な
っ
て
い
る
の
は
、「
黄
の
政
策
」
以
外
に
、

二
〇
〇
二
年
農
業
法
で
導
入
し
た
「
新
し
い
不
足
払
い
」（
固
定
し

た
生
産
量
を
前
提
と
し
た
不
足
払
い
�
直
接
支
払
い
）
が
、「
新
・

青
の
政
策
」
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
維
持
が
ア
メ
リ
カ
の

中
心
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

同
時
に
、
国
内
支
持
の
中
心
を
な
す
「
黄
の
政
策
」
に
つ
い
て

の
ア
メ
リ
カ
自
身
の
削
減
率
が
、
日
本
・
Ｅ
Ｕ
の
要
求
水
準
と
同

じ
に
な
っ
て
い
る
（
日
・
Ｅ
Ｕ
の
要
求
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ

と
）
は
、
留
意
さ
れ
て
い
い
。

�

Ｇ
２０：

ア
メ
リ
カ
の
国
内
支
持
削
減
を
強
く
要
求

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
提
案
に
対
し
、
Ｇ
２０
は
、

（
１
）「
黄
の
政
策
」
に
伴
う
支
持
の
削
減
を
、
Ｅ
Ｕ
に
八
〇

％
、
ア
メ
リ
カ
に
七
〇
％
求
め
る
。

（
２
）「
国
内
支
持
全
体
」
の
削
減
を
、
Ｅ
Ｕ
に
は
八
〇
％
、

ア
メ
リ
カ
に
七
五
％
求
め
る
、
と
し
た
。

先
進
国
に
つ
い
て
の
要
求
水
準
は
、
極
め
て
高
い
。
そ
の
狙
い

は
、
Ｅ
Ｕ
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
国

内
支
持
全
体
」
の
削
減
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
に
要
求
す
る
削
減
率

が
、
他
国
の
提
案
に
比
べ
て
遙
か
に
高
い
こ
と
に
示
さ
れ
て
い

る
。Ｇ

２０
の
中
心
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
の
（
不
足
払
い

型
）
国
内
支
持
政
策
は
、
そ
の
国
内
価
格
↓
輸
出
価
格
を
低
く
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
輸
出
補
助
金
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
強
く

問
題
に
し
て
き
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
が
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
自
由

貿
易
圈
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
）
交
渉
に
お
い
て
、「
国
内
支
持
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
の

課
題
で
は
な
い
↓
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
課
題
で
あ
る
」
と
い
っ
て
そ
の

交
渉
を
拒
否
し
て
い
る
の
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
こ
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉

に
お
い
て
、
も
っ
と
も
強
く
ア
メ
リ
カ
の
国
内
支
持
削
減
を
求
め

て
き
た
の
で
あ
る
。

�

何
故
、
日
・
Ｅ
Ｕ
は
国
内
支
持
削
減
に
対
応
し
う
る
の
か

そ
れ
は
、
日
・
Ｅ
Ｕ
が
、
こ
の
間
、
農
政
改
革
を
行
い
、
そ
れ

に
よ
っ
て
国
内
支
持
削
減
を
可
能
に
す
る
体
制
を
作
り
出
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

日
本
は
、
一
九
九
八
年
に
「
新
し
い
コ
メ
政
策
」
に
踏
み
切
っ

た
。
そ
れ
ま
で
の
政
府
米
の
買
い
入
れ
�
政
府
米
価
の
水
準
に
よ

る
価
格
支
持
を
や
め
、
米
価
は
市
場
で
決
ま
る
よ
う
に
し
、
同
時
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に
、
そ
の
米
価
が
、
過
去
三
年
間
の
平
均
よ
り
も
下
落
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
差
の
八
割
を
補
填
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
そ
れ
ま
で
の
膨
大
な
コ
メ
の
価
格
支
持
�
「
黄
の
政
策
」
に

伴
う
価
格
支
持
額
は
な
く
な
り
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
合
意

に
お
け
る
「
黄
の
政
策
」
に
伴
う
保
護
の
約
束
水
準
か
ら
、
大
幅

な
余
裕
が
生
ま
れ
た
。
我
が
国
が
今
回
の
国
内
支
持
の
大
幅
削
減

に
対
応
し
う
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
結
果
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
も
、
二
〇
〇
三
年
に
抜
本
改
革
を
行
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
の
農
業

政
策
の
中
心
を
占
め
る
直
接
支
払
い
を
、
生
産
か
ら
切
り
離
し
、

そ
の
支
払
い
は
「
過
去
（
二
〇
〇
〇

二
〇
〇
三
年
）
の
実
績
に

基
づ
く
」、と
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
支
払
い
を
、
作
物
単
位
か
ら

農
場
単
位
に
変
え
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
直
接
支
払
い
の
五
六
％

を
占
め
る
穀
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
七
五
％
を
生
産
か
ら
切
り
離

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
の
直
接
支
払
い
の
中
心
部
分
は
、

保
護
削
減
を
免
除
さ
れ
る
「
緑
の
政
策
」
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
Ｅ
Ｕ
の
国
内
支
持
削
減
へ
の
大
幅
な
対
応
力
が
生
ま
れ
た
の

で
あ
る
。

�

何
故
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
国
内
支
持
削
減
が
容
易
で
は

な
い
の
か

こ
の
Ｅ
Ｕ
・
日
本
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
の
こ
の
一
〇
年
間
の
農

政
は
、
改
革
に
逆
行
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九

九
六
年
農
業
法
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
不
足
払
い
制
を
廃
止

し
、
代
わ
り
に
、
固
定
支
払
い
を
導
入
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
財

政
赤
字
削
減
↓
支
出
削
減
へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一

九
九
六
年
農
業
法
直
後
の
ア
メ
リ
カ
は
、
財
政
支
出
の
中
心
部
分

を
保
護
削
減
対
象
外
の
「
緑
の
政
策
」
に
切
り
替
え
た
状
況
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
一
〇
年
前
の
時
点
で
は
、
ア
メ
リ
カ
が
も
っ
と

も
進
ん
で
い
た
と
い
っ
て
い
い
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
九
八
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
よ
る
穀
物
価

格
の
下
落
の
な
か
で
、
議
会
は
、
急
遽
、
固
定
支
払
い
へ
の
大
規

模
な
追
加
支
払
い
を
行
い
、
以
降
二
〇
〇
一
年
に
至
る
毎
年
、
固

定
支
払
い
と
同
額
の
追
加
支
払
い
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
追
加
支

払
い
は
、「
価
格
に
結
び
つ
い
た
」
支
払
い
で
あ
る
か
ら
、
削
減
対

象
の
「
黄
の
政
策
」
に
含
ま
れ
る
。

二
〇
〇
二
年
農
業
法
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
議
会
は
、
こ
の
追

加
支
払
い
を
継
続
す
る
政
策
と
し
て
、
一
旦
九
六
年
で
廃
止
し
た

不
足
払
い
を
、
過
去
の
生
産
量
を
基
礎
と
す
る
形
で
修
正
し
つ

つ
、
事
実
上
再
導
入
し
た
の
で
あ
る
。
も
は
や
、
ア
メ
リ
カ
に
生

産
調
整
は
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
政
策
（
新
し
い
不
足
払

い
�

）
も
、
保
護
削
減
対
象
の
「
黄
の
政
策
」
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
は
、
こ
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
に
お
い
て
、
こ
れ
を
保
護
削
減
対
象
外

に
お
く
こ
と
を
戦
略
目
標
と
し
、
そ
れ
を
新
設
の
「
新
・
青
の
政

策
」
に
組
み
込
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
新
し
い
不
足
払
い
な
ど
が
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内

支
持
全
体
を
か
さ
上
げ
し
、
国
内
支
持
全
体
の
大
幅
削
減
を
容
易
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で
は
な
い
も
の
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
突
き
詰
め
れ
ば
、

交
渉
中
断
の
基
本
的
な
背
景
は
こ
こ
に
あ
る
。

た
だ
し
、
国
内
支
持
の
あ
り
方
を
「
緑
の
政
策
」（
価
格
・
生
産

量
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
直
接
支
払
い
）
に
変
え
れ
ば
、
現
行
の
保

護
水
準
を
維
持
し
つ
つ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
へ
の
整
合
性
を
図
り
う
る
。

３

中
断
に
至
る
〇
六
年
五
月－

七
月
の
交
渉
経
過

事
態
を
き
ち
っ
と
見
る
た
め
に
、
昨
年
五
月
か
ら
七
月
に
至
る

交
渉
の
展
開
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

�

Ｅ
Ｕ
が
柔
軟
姿
勢
を
示
す
（
五
月
下
旬
）

ま
ず
五
月
下
旬
に
、
Ｅ
Ｕ
が
柔
軟
姿
勢
を
示
し
た
。
Ｅ
Ｕ
は
、

関
税
削
減
に
つ
い
て
、
従
来
の
平
均
四
四
％
削
減
提
案
（
ア
メ
リ

カ
の
計
算
で
は
三
九
％
削
減
）
か
ら
踏
み
出
し
、
五
〇
％
に
近
い

削
減
率
を
認
め
る
方
向
を
示
唆
し
た
。
Ｅ
Ｕ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
イ

ン
ド
等
の
途
上
国
グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
２０
）
の
主
張
で
あ
る
「
先
進
国

は
、
平
均
五
四
％
の
関
税
削
減
」
に
接
近
し
、
関
税
削
減
に
つ
い

て
、
Ｇ
２０
の
提
案
を
ベ
ー
ス
に
最
終
交
渉
を
行
う
こ
と
に
応
じ
た

の
で
あ
る
。

�

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
含
む
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
会
議
に
お
け

る
譲
歩
の
考
慮
（
六
月
中
旬
）

こ
の
五
月
時
点
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
は
、「
先
進
国
は
関
税
を
平

均
六
六
％
削
減
す
べ
き
」
と
い
う
先
進
国
に
対
す
る
大
幅
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
（
市
場
開
放
）
要
求
に
こ
だ
わ
る
一
方
、
国

内
支
持
に
つ
い
て
は
、�
ア
メ
リ
カ
の
「
国
内
支
持
全
体
」
の
削
減

率
を
六
〇
％
に
す
べ
き
�（
ア
メ
リ
カ
の
提
案
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の

「
国
内
支
持
全
体
」
の
削
減
率
は
五
三
％
）
と
い
う
多
く
の
国
か

ら
の
追
加
的
削
減
要
求
を
拒
み
続
け
て
い
た
。

こ
の
Ｅ
Ｕ
の
譲
歩
姿
勢
は
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
圧
力
を
与

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。�
今
度
は
ア
メ
リ
カ
が
そ
れ
に
応
え
て
、
譲

歩
�
柔
軟
性
を
示
す
番
だ
。
そ
こ
に
、
合
意
が
か
か
っ
て
い
る
�

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
六
月
中
旬
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
含
む
関

係
者
の
会
議
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
、

最
終
合
意
に
達
す
る
た
め
に
、
�
関
税
引
き
下
げ
要
求
の
水
準
を

引
き
下
げ
る
、
�
ア
メ
リ
カ
の
国
内
支
持
を
追
加
的
に
引
き
下
げ

る
新
し
い
譲
歩
を
考
慮
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
、
と
報
じ
ら
れ

た
。�

ア
メ
リ
カ
議
会
・
農
業
団
体
の
反
発

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
、
議
会
（
下
院
農
業
委
員
会
、
上
院

農
業
委
員
会
）
と
農
業
団
体
（
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
）
が
猛

反
発
し
た
。
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ト
下
院
農
業
委
員
長
と
シ
ャ
ン
ブ
リ
ス

上
院
農
業
委
員
長
は
、
と
も
に
、「
Ｅ
Ｕ
が
よ
り
大
幅
な
関
税
削
減

の
提
案
を
し
な
い
限
り
、
国
内
支
持
の
削
減
に
応
じ
る
べ
き
で
は
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な
い
」
と
し
、
ス
ト
ー
ル
マ
ン
・
フ
ァ
ー
ム
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
長
は

「
Ｇ
２０
の
五
四
％
関
税
削
減
案
を
拒
否
す
る
。
Ｇ
２０
の
案
を
中
心

に
す
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
支
持
削
減
の
提
案
水
準
は
引

き
下
げ
る
べ
き
」
と
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
議
会
と
農
業
団
体
は
、

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
最
終
合
意
を
に
ら
ん
だ
妥
協
方
向
、
特
に
、

国
内
支
持
の
い
っ
そ
う
の
削
減
に
反
対
・
反
発
し
た
の
で
あ
る
。

国
内
支
持
の
削
減
は
、
生
産
者
の
受
け
取
る
補
助
金＝

直
接
支

払
い
の
減
額
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
も
つ
か
ら
、
秋
の
中
間
選
挙

に
お
い
て
、
生
産
者
の
反
発
を
買
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
支
持
政
策
の
あ
り
方
を
「
緑
の

政
策
」（
現
行
の
価
格
や
生
産
量
に
関
係
し
な
い
直
接
支
払
い
）
に

変
え
れ
ば
、
減
額
に
は
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
議
会
の
強
硬
姿
勢
の
前
に
、
通
商
代
表
部
も
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
会
議
で
の
「
最
終
合
意
を
に
ら
ん
だ
譲
歩
の
決
断
」
を

否
定
す
る
よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
代
表
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
出
発

す
る
際
に
は
、
シ
ュ
ワ
ブ
通
商
代
表
、
ジ
ョ
ハ
ン
ズ
農
務
長
官
と

と
も
に
、
上
院
農
業
委
員
長
・
下
院
農
業
委
員
長
が
記
者
会
見
に

現
れ
、
シ
ュ
ワ
ブ
通
商
代
表
は
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
で
新

た
に
得
る
も
の
が
な
け
れ
ば
、
国
内
支
持
の
追
加
削
減
に
は
応
じ

な
い
」
と
し
て
、
従
来
の
強
硬
姿
勢
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
る
。

４
）
ア
メ
リ
カ
が
譲
歩
を
拒
否

こ
の
時
点
で
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
六
月
末

七
月
上
旬
の
閣
僚

会
合
が
物
別
れ
に
終
わ
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
た
。
交
渉
を
ま

と
め
る
に
は
、
主
要
国
の
お
互
い
の
譲
歩
が
不
可
欠
で
あ
る
。
中

心
国
の
ア
メ
リ
カ
に
そ
の
姿
勢
が
な
け
れ
ば
、
交
渉
に
な
り
え
な

い
。実
際
、ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
主
要
国
の
閣
僚
が
集
ま
っ
た
も
の
の
、

実
質
的
な
交
渉
は
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
三
日
目
に
は
散
会
し

た
の
で
あ
る
。

こ
の
六
月
末

七
月
上
旬
の
閣
僚
会
合
と
同
じ
こ
と
が
、
Ｇ
八

サ
ミ
ッ
ト
の
要
請
の
も
と
に
開
か
れ
た
七
月
二
三

二
四
日
の
Ｇ

六
閣
僚
会
合
に
お
い
て
も
、
繰
り
返
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
Ｅ

Ｕ
や
Ｇ
２０
か
ら
関
税
削
減
に
関
し
て
い
っ
そ
う
の
譲
歩
が
提
起
さ

れ
て
い
な
い
と
し
て
、
国
内
支
持
に
つ
い
て
の
譲
歩
案
を
示
さ

ず
、
ラ
ミ
ー
事
務
局
長
に
よ
る
「
交
渉
中
断
」
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

４

交
渉
再
開
へ
の
道：

ア
メ
リ
カ
次
期
農
業
法
に
問

わ
れ
る
改
革
方
向
と
柔
軟
姿
勢

今
年
、
ア
メ
リ
カ
は
、
農
業
法
の
改
定
時
期
を
迎
え
る
。
そ
こ

で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｅ
Ｕ
や
日
本
と
同
質
の
改
革
を
行
う
こ

と
、
す
な
わ
ち
、
生
産
量
・
価
格
に
結
び
つ
か
な
い
直
接
支
払
い

�
「
緑
の
政
策
」
に
、
国
内
支
持
の
中
心
部
分
の
あ
り
方
を
変
え

る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ハ
ン
ズ
農
務
長
官
は
、
ア
メ
リ
カ
の

国
内
農
業
政
策
が
、
綿
花
補
助
金
に
つ
い
て
の
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
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Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
（
ア
メ
リ
カ
の
綿
花
へ
の
補
助
金
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に

反
し
て
い
る
と
言
う
提
訴：

ブ
ラ
ジ
ル
の
全
面
勝
訴

ア
メ
リ
カ

の
敗
訴
に
な
っ
た
）
と
同
じ
よ
う
な
提
訴
を
受
け
な
い
よ
う
に
す

る
に
は
、
国
内
農
業
政
策
の
改
革
が
必
要
と
し
て
き
た
。

ジ
ョ
ハ
ン
ズ
農
務
長
官
は
、
次
期
農
業
法
に
つ
い
て
の
農
務
省

か
ら
の
提
案
を
一
月
に
議
会
に
提
示
す
る
と
し
て
い
た
が
、
そ
の

提
示
は
二
月
以
降
に
ず
れ
る
と
い
う
。
農
務
省
内
部
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
立
場
で
提
案
す
る
の
か
、
す
な
わ
ち
、�
改
革
↓
Ｗ
Ｔ

Ｏ
整
合
的
な
支
持
政
策
へ
の
移
行
�
黄
の
政
策
に
伴
う
国
内
支
持

を
削
減
す
る
方
向
か
�、あ
る
い
は
、�
現
行
二
〇
〇
二
年
農
業
法
を

基
本
的
に
維
持
す
る
方
向
か
�
に
つ
い
て
、
検
討
が
続
い
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。

農
業
法
作
成
に
つ
い
て
決
定
権
を
持
つ
議
会
に
お
い
て
は
、
昨

秋
の
中
間
選
挙
に
お
け
る
民
主
党
の
勝
利
に
よ
っ
て
上
院
農
業
委

員
長
に
就
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ハ
ー
キ
ン
上
院
議
員
（
民
主
、

ア
イ
オ
ワ
）
は
、「
環
境
保
全
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
補
助
に
力
点
を

移
す
こ
と
に
よ
り
、補
助
の
あ
り
方
を�
Ｗ
Ｔ
Ｏ
整
合
的
な
も
の
�

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
改
革
を
志
向
し
て
い
る
。
他

方
、
下
院
農
業
委
員
長
に
就
く
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
議
員
（
民
主
、
ミ

ネ
ソ
タ
）は
、「
次
期
農
業
法
は
、基
本
的
に
現
行
の
ま
ま
で
い
い
。

農
民
が
そ
れ
を
望
ん
で
い
る
か
ら
だ
」
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
行
農
業
法
維
持
路
線
の
背
後
に
は
、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉

の
渦
中
に
お
い
て
、
国
内
支
持
削
減
の
方
向
に
農
業
政
策
の
あ
り

方
を
変
え
る
こ
と
は
、
交
渉
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
一
方
的
な
武

装
解
除
に
つ
な
が
る
」｛
グ
ラ
ッ
ス
レ
イ
上
院
議
員
（
共
和
、
ア
イ

オ
ワ
）｝
と
い
う
主
張
が
あ
り
、
農
業
団
体
（
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ

ー
ロ
ー
）
も
同
じ
立
場
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
次
期
農
業
法
の
実
際
の
行
方
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

具
体
的
な
策
定
過
程
を
見
て
い
く
以
外
に
な
い
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
中

心
国
�
ア
メ
リ
カ
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
タ
ク

テ
イ
ッ
ク
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
次
期
農
業
法
に
お
い
て
、

自
ら
の
国
内
農
業
政
策
の
あ
り
方
を
、
黄
の
政
策
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
整

合
的
な
形
（
価
格
や
生
産
量
か
ら
切
り
離
し
た
所
得
支
持
�
緑
の

政
策
）
に
換
え
る
こ
と
を
お
い
て
は
な
い
。

そ
れ
を
前
提
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
、
農
業
交
渉
に
お
い
て
柔

軟
姿
勢
に
転
じ
る
こ
と
（
国
内
支
持
の
追
加
的
な
削
減
に
応
じ
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ア
ク
セ
ス
の
要
求
水
準
を
引
き
下
げ
る
こ
と
）
が

問
わ
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
が
、
交
渉
再
開
へ
の
道
で

あ
る
。

同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
主
要
国
・
グ
ル
ー
プ
に
は
、
ア
メ

リ
カ
の
国
内
支
持
削
減
に
つ
い
て
の
提
案
の
一
部
（
ア
メ
リ
カ
自

身
の
「
黄
の
政
策
」
に
伴
う
補
助
額
を
六
〇
％
削
減
す
る
）
を
評

価
す
る
姿
勢
も
必
要
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
部
分
は
、
日
本
・
Ｅ
Ｕ

の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
要
求
を
、
ア
メ
リ
カ
が
受
け
入
れ
る
形
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
前
掲
表
２
）。
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日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
問
題
点

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
が
中
断
し
て
い
る
な
か
で
、
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
が
急
浮
上
し
た
。両
国
の
共
同
研
究
会
は
、去
る
一
二
月
上
旬
、

「
包
括
的
か
つ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
整
合
的
な
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
日
豪
両
国

に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
。
日
豪
双
方
に
セ
ン
シ
テ
イ
ビ
テ
イ

（
配
慮
す
べ
き
こ
と
）
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
、
適
切
な
方

法
で
扱
わ
れ
、
ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
相
互
の
利
益
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
」
�

と
す
る
報

告
書
を
と
り
ま
と
め
、
こ
れ
を
受
け
て
、
安
部
首
相
は
、
日
豪
Ｆ

Ｔ
Ａ
交
渉
に
は
い
る
こ
と
を
豪
州
政
府
と
の
間
で
合
意
し
た
の
で

あ
る
。

だ
が
、
何
故
、
今
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
入
る

必
要
が
あ
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

�

輸
入
の
太
宗
を
占
め
る
石
炭
・
鉄
鉱
石
等
の
関
税
は
す
で

に
ゼ
ロ

平
成
一
六
年
度
の
日
本
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
輸
入
総
額

は
、
二
兆
一
〇
〇
〇
億
円
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
八
三
〇
〇
億

円
（
四
〇
％
）
が
石
炭
と
鉄
鉱
石
で
あ
る
（
表
９
）。こ
れ
に
非
鉄

金
属
を
加
え
れ
ば
、
一
兆
八
四
〇
億
円
（
五
二
％
）、液
化
天
然
ガ

ス
を
加
え
れ
ば
一
兆
三
〇
七
〇
億
円
で
全
体
の
六
二
％
に
及
ぶ
。

こ
う
し
た
資
源
〜
鉱
産
原
料
は
、
す
べ
て
、
す
で
に
関
税
が
ゼ
ロ

表９ オ－ストラリアとの貿易（２００４年）

資料：総務省『日本の統計 ２００６』２００６，２０２頁
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で
あ
り
、
そ
も
そ
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
報
告
書

に
は
、
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
意
義
と
し
て
「
鉱
物
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の
安
定
確
保
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ

／
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
の
課
題
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
共
同
研
究

会
報
告
に
も
、
具
体
的
な
提
起
は
見
あ
た
ら
な
い
。

資
源
の
安
定
確
保
は
、
契
約
生
産
〜
適
切
な
価
格
に
よ
る
買
い

取
り
と
い
う
市
場
ル
ー
ル
に
よ
る
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。
ま

た
、
石
炭
・
鉄
鉱
石
は
、
石
油
と
は
異
な
り
、
そ
の
存
在
は
豊
富

で
、
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
動
車
関
税
五
％
は
、
日
本
企
業
に

決
定
的
な
不
利
益
を
も
た
ら
す
の
か

日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
輸
出
額
一
兆
二
七
七
〇
億
円

の
う
ち
、
自
動
車
が
六
六
七
〇
億
円
で
半
分
以
上
（
五
二
％
）
を

占
め
て
い
る
（
前
掲
表
９
）。そ
の
ほ
か
は
、
自
動
車
の
一
桁
以
下

で
あ
る
。
自
動
車
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
関
税
は
一
〇
％
で
あ

り
、
五
年
後
に
五
％
に
な
る
。
米
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
に
よ
っ
て
、

日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
不
利
に
な
る
と
い
う
。

し
か
し
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
海
外
戦
略
の
基
本
は
、

�
需
要
の
あ
る
と
こ
ろ
で
生
産
す
る
�
と
い
う
現
地
生
産
で
あ

る
。
現
に
現
地
生
産
を
行
っ
て
い
る
企
業
も
あ
る
。
ま
た
、
す
べ

て
の
日
本
企
業
が
ア
メ
リ
カ
で
自
動
車
を
生
産
し
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
輸
出
し
う
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
企

業
の
自
動
車
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
進
出
し
て
い
る
日
本

メ
ー
カ
ー
の
ク
ル
マ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
輸
出
し
う
る
の
で
あ

る
。
五
％
の
関
税
の
存
在
が
決
定
的
な
不
利
益
を
日
本
の
自
動
車

企
業
に
も
た
ら
す
と
は
、
考
え
に
く
い
。

�

Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
は
、
価
値
観
の
絆
を
強
め
る
た
め
に
行
う
も

の
か

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済

が
受
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
の

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
い
わ
れ
て
い
る
の
が
、「
両
国
が
民
主
主
義
の
価
値
観

を
共
有
し
て
い
る
こ
と
」、こ
れ
に
基
づ
く
「
戦
略
的
な
関
係
の
強

化
」
で
あ
る
。
戦
略
的
な
関
係
と
は
、
た
と
え
ば
、
自
衛
隊
の
イ

ラ
ク
派
遣
時
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
協
力
、
対
テ
ロ
に
お

け
る
共
通
姿
勢
、
と
さ
れ
る
。
大
島
理
森
・
自
民
党
農
林
水
産
物

貿
易
調
査
会
長
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
、「
安

部
首
相
は
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
思
い

は
、
貿
易
自
体
の
意
義
と
、
ア
ジ
ア
の
な
か
で
同
じ
価
値
観
を
も

つ
国
同
士
の
総
合
的
な
絆
を
作
り
た
い
と
の
側
面
が
あ
る
」
�

と

の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
明
確
に
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ

れ
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
大
き
く
上
回
っ
て
、
初
め
て
交
渉
に
着
手

し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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�

価
値
観
共
有
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
ら
ば
、
首
相
の
説
明
と
国
民
的

な
議
論
が
必
要

価
値
観
の
共
有
を
重
視
し
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
行
う
と
い
う

の
は
、
こ
れ
ま
で
に
例
が
な
い
。
そ
の
絆
を
強
め
よ
う
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
本
来
、
そ
れ
は
、
別
次
元
の
協
力
関
係
に
な
る
べ
き

こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
え
て
、
そ
れ
を
Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
行
う
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
首
相
が
き
ち
っ
と
説
明
し
、
国
民
的
な
議
論

を
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
飛
ば
さ
れ
て
い
る
。

�

重
要
品
目
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
合
意
を
当
て
る

べ
き

こ
う
し
た
重
大
な
問
題
を
持
ち
つ
つ
も
、
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉

開
始
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
牛
肉
、
乳
製
品
、
砂
糖
、
コ

メ
と
い
う
重
要
品
目
の
対
日
輸
出
大
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
つ
い
て
、
自
民
党
農
林
水
産
物
貿
易
調
査
会

が
そ
れ
ら
を
�
関
税
撤
廃
の
例
外
と
す
べ
き
�
と
し
た
の
は
、
当

然
で
あ
る
。

重
要
品
目
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
合
意
結
果
を
充

て
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
重
要
品
目
に
つ
い
て
、
仮
に
日
豪

間
で
新
た
な
関
税
削
減
が
行
わ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
等
か
ら
の
同
様
の
要
求
を
引
き
起
こ
さ
ざ
る
を
得
な
い
か

ら
で
も
あ
る
。

こ
う
し
た
点
を
考
え
れ
ば
、
日
本
政
府
に
も
、
中
断
し
て
い
る

Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
を
再
開
さ
せ
る
た
め
の
努
力
、
特
に
ア
メ
リ
カ
を
再

開
に
向
け
促
す
努
力
が
、
問
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
〇
〇
七
年
一
月
八
日
）

注
�

ア
メ
リ
カ
、
Ｇ
２０
、
日
本
の
平
均
関
税
削
減
率
は
、
各
国
提

案
に
お
け
る
階
層
毎
の
削
減
率
を
単
純
平
均
し
て
算
定
し
た

も
の
。

注
�

農
林
水
産
省
は
、
こ
れ
を
「
価
格
変
動
対
応
型
支
払
い
」
と

訳
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
わ
か
り
に
く
い
の
で
、「
新
し

い
不
足
払
い
」
と
し
て
い
る
。

注
�

外
務
省
ホ
ー
ム
ペ
イ
ジ
「
日
豪
経
済
関
係
強
化
の
た
め
の
共

同
研
究

最
終
報
告
書
」
一
二
頁

注
�

日
本
農
業
新
聞
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
二
日
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���������������
１
、
国
際
農
業
交
渉
の
場
で
増
す
ブ
ラ
ジ
ル
の
存
在
感

近
年
、
日
本
に
お
い
て
も
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
に
対
す
る
関
心
が
急

速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
二
〇
〇
三
年
に
出

さ
れ
た
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
社
の
レ
ポ
ー
ト
（
注
１
）
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
諸
国
が
注
目
を
集
め
始
め
た
こ

と
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
場
で
ブ
ラ
ジ

ル
の
存
在
感
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
存
在
が
日
本
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
の
が
、
二

〇
〇
三
年
九
月
に
メ
キ
シ
コ
の
カ
ン
ク
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ

Ｏ
第
五
回
閣
僚
会
合
で
あ
る
。
こ
の
会
合
の
直
前
、
ブ
ラ
ジ
ル
は

イ
ン
ド
、
中
国
と
と
も
に
途
上
国
連
合
（
Ｇ
２０
）
を
結
成
、
農
業

交
渉
に
関
す
る
米
国
・
Ｅ
Ｕ
の
妥
協
案
と
対
立
し
、
閣
僚
会
合
は

貿
易
円
滑
化
等
の
新
分
野
の
交
渉
に
入
れ
ず
決
裂
し
た
。
ブ
ラ
ジ

ル
が
イ
ン
ド
や
中
国
と
い
っ
た
立
場
の
異
な
る
途
上
国
を
ま
と
め

て
先
進
国
と
対
立
し
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
か
っ
た
。
我
が
国
の

農
業
関
係
者
の
間
に
も
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ブ
ラ
ジ
ル
農
業

・
農
政
に
関
心
を
持
つ
者
が
多
く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

同
時
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
先
進
国
の
農
業
保
護
削
減
を
目
指
し
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
紛
争
処
理
機
能
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
Ｅ
Ｕ
の
砂
糖
、
米
国
の
綿
花
に
対
す
る
国
内
補
助
金
を
パ

ネ
ル
に
提
訴
し
、
輸
出
補
助
金
と
見
な
す
裁
定
を
引
き
出
し
て
い

る
。
こ
れ
は
先
進
国
の
農
業
保
護
政
策
に
対
し
て
改
革
を
迫
る
重

要
な
裁
定
と
な
っ
た
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
巡
っ
て
も
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
（
米
州
自
由
貿
易
地
域
）
の

設
立
を
巡
り
、
米
国
と
主
導
権
争
い
を
展
開
し
て
い
る
。
一
九
九

五
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ
ア

イ
の
四
ヵ
国
で
正
式
に
関
税
同
盟
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
南
米
南

ブ
ラ
ジ
ル
農
業
の
概
要

農
林
水
産
省
農
林
水
産
政
策
研
究
所
企
画
科
長

清
水

純
一

農村と都市をむすぶ２００７．２
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部
共
同
市
場
（
メ
ル
コ
ス
ー
ル
）
に
は
昨
年
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
加
入

し
、
米
国
に
対
抗
し
て
、
ア
ン
デ
ス
共
同
体
と
関
税
同
盟
同
士
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
凍
結
を
目
指
し
て
い
る
。

２
、
世
界
一
の
農
産
物
純
輸
出
国

先
に
述
べ
た
国
際
農
業
交
渉
の
場
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
発
言
力
強

化
を
支
え
て
い
る
の
は
、
近
年
ブ
ラ
ジ
ル
が
国
際
農
産
物
貿
易
に

お
い
て
急
激
に
そ
の
地
位
を
向
上
さ
せ
、
世
界
一
の
農
業
大
国
の

座
を
米
国
と
争
う
ま
で
に
実
力
を
つ
け
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実

で
あ
る
。

表
１
の
よ
う
に
、
輸
出
金
額
は
二
七
二
億
ド
ル
で
世
界
三
位
だ

が
Ｅ
Ｕ
・
米
国
・
カ
ナ
ダ
と
異
な
り
、
輸
入
が
少
な
い
た
め
、
純

輸
出
（
輸
出－

輸
入
）
金
額
は
二
三
六
億
ド
ル
で
世
界
一
位
に
な

っ
て
い
る
（
注
２
）。

品
目
別
で
は
、
砂
糖
（
及
び
エ
タ
ノ
ー
ル
）、鶏
肉
、
牛
肉
、
コ

ー
ヒ
ー
、
タ
バ
コ
、
オ
レ
ン
ジ
果
汁
が
シ
ェ
ア
世
界
一
位
、
大
豆

製
品
が
二
位
に
な
っ
て
い
る
（
表
２
）。ブ
ラ
ジ
ル
の
輸
出
農
産
物

の
内
訳
で
は
、
砂
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
、
オ
レ
ン
ジ
果
汁
、
タ
バ
コ
と

い
う
の
は
従
来
、
輸
出
品
目
の
中
心
で
あ
っ
た
品
目
だ
が
、
近
年

は
大
豆
製
品
（
大
豆
・
大
豆
油
・
大
豆
ミ
ー
ル
）
が
ト
ッ
プ
で
、

食
肉
が
二
位
と
い
う
よ
う
に
所
得
弾
性
値
の
高
い
産
品
の
割
合
が

高
ま
り
、
輸
出
品
目
の
構
成
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
二
、
三
年
は
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
輸
出
が
著
し
く
増
加
し
て

お
り
、
遠
か
ら
ず
大
豆

製
品
を
凌
駕
す
る
可
能

性
も
あ
る
。

輸
出
先
で
は
二
〇
〇

五
年
の
輸
出
先
は
伝
統

的
な
輸
出
相
手
で
あ
る

Ｅ
Ｕ
（
一
五
ヵ
国
）
が

約
三
分
の
一
を
占
め
、

ト
ッ
プ
で
あ
る
が
、
そ

の
割
合
は
米
国
（
一
四

％
）
と
と
も
に
下
落
傾

向
に
あ
り
、
近
年
は
ロ

シ
ア（
九
％
）、中
国（
九

％
）、そ
の
他
途
上
国
へ

の
輸
出
割
合
（
三
六

％
）
が
上
昇
中
で
あ

る
。

表１ 世界の主要農産物貿易国（２００４年）

＊ＥＵは２５ヵ国。域内貿易を除く。
資料：ＦＡＯＳＴＡＴより筆者作成。
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３
、
世
界
最
大
の
農
業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

（
１
）
耕
地
の
拡
大
可
能
性

ブ
ラ
ジ
ル
の
最
大
の
強
み
は
「
現
在
」
に
お
け
る
農
産
物
生
産

の
競
争
力
の
強
さ
の
み
な
ら
ず
、
他
の
主
要
農
産
物
輸
出
国
に
お

い
て
は
面
積
拡
大
の
余
地
が
乏
し
い
の
に
対
し
、ブ
ラ
ジ
ル
は「
将

来
」
に
お
い
て
、
地
球
上
で
唯
一
残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
農

業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
有
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

現
在
の
農
地
面
積
（
四
、
二
〇
〇
万
ｈ
ａ
）
は
米
国
の
約
四
分

の
一
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
米
国
農
務
省
の
推
計
に
よ
れ
ば
、

控
え
目
に
み
て
も
一
億
四
、
五
〇
〇
万
ｈ
ａ
の
面
積
が
新
た
に
農

地
と
し
て
開
発
可
能
と
さ
れ
る
（
注
３
）。こ
の
面
積
を
加
え
た
農

地
面
積
は
一
億
八
、
六
八
〇
万
ｈ
ａ
で
ほ
ぼ
現
在
の
米
国
の
農
地

面
積
に
匹
敵
す
る
。
特
に
中
西
部
に
広
が
る
セ
ラ
ー
ド
と
呼
ば
れ

る
地
域
だ
け
で
八
、
五
〇
〇
〜
九
、
五
〇
〇
万
ｈ
ａ
の
農
地
面
積

が
転
換
可
能
と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
（
注
４
）。今
後
の
世
界
の
食

料
需
給
を
占
う
う
え
で
、
セ
ラ
ー
ド
に
お
け
る
農
地
開
発
の
進
捗

状
況
が
重
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

（
２
）
面
積
拡
大
の
貢
献

－

大
豆
生
産
の
各
国
比
較－

こ
こ
で
は
急
激
に
生
産
量
が
拡
大
し
た
大
豆
を
事
例
に
し
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
面
積
拡
大
の
持
っ
た
意
味
を
確
認
す
る
こ
と

に
す
る
。
表
４
は
、
過
去
二
〇
年
間
（
一
九
八
二
〜
八
五
年
平
均

と
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
五
年
平
均
の
二
時
点
）
の
生
産
量
増
加
の

表２ ブラジルの主要輸出農産物と世界シェア（２００５年）

出所：ＩＣＯＮＥ（ブラジル国際貿易交渉研究所）
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要
因
を
収
穫
面
積
の
寄
与
と
単
収
の
寄
与
に
分
解
し
て
、
世
界
の

他
の
主
要
生
産
国
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
米
国

に
比
較
し
て
単
収
の
伸
び
率
が
上
回
っ
て
い
る
の
に
加
え
て
、
収

穫
面
積
が
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
生
産
増
加
へ

の
寄
与
度
が
面
積
七
〇
％
、
単
収
三
〇
％
と
米
国
と
逆
の
関
係
に

な
っ
て
い
る
。

４
、
経
済
政
策
の
転
換
と
農
業
保
護
率
の
低
下

ブ
ラ
ジ
ル
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
農
業
保
護
と
い
う
面
で
は

世
界
で
も
最
も
低
い
水
準
に
あ
る
が
、
歴
史
的
に
ず
っ
と
そ
う
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
早
く
も
一
九
三
〇
年
代
か
ら
輸
入
代
替
工

業
化
政
策
が
始
ま
り
、軍
事
政
権
下（
一
九
六
四－

一
九
八
五
年
）

で
農
業
金
融
、
最
低
価
格
保
証
制
度
が
整
備
さ
れ
、
保
護
が
拡
大

し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
輸
入
代
替
工
業
化
と
は
、
一
次

産
品
輸
出
に
よ
っ
て
得
た
外
貨
を
も
と
に
資
本
財
や
中
間
財
を
輸

入
し
、
国
内
市
場
を
関
税
や
輸
入
許
可
制
に
よ
っ
て
保
護
し
な
が

ら
輸
入
消
費
財
を
国
内
生
産
で
代
替
し
工
業
化
を
進
め
る
経
済
戦

略
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

政
策
の
転
機
に
な
っ
た
の
が
一
九
九
〇
年
代
初
頭
で
あ
る
。
政

府
は
そ
れ
ま
で
採
用
し
て
い
た
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
か
ら
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
重
視
し
た
政
策
（
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
）
へ
の

政
策
転
換
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
関
税
率
の
引
き
下
げ
、
砂
糖

な
ど
の
統
制
の
撤
廃
、
国
内
補
助
金
の
引
き
下
げ
を
行
い
、
農
業

表３ ブラジルの土地利用と拡大可能性（百万ｈａ）

出所：米国農務省（ＵＳＤＡ）

表４ 主要国における大豆生産増大の要因（２００２～２００５年平均）

資料：ＦＡＯＳＴＡTより筆者計算。
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保
護
水
準
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、現
在
、％
Ｐ
Ｓ
Ｅ
で
み
た
農
業
保
護
率
は
三
％
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
二
％
）、豪
州
（
四
％
）
と
並
び
、
世
界
最

低
水
準
（
図
１
）
で
あ
る
。
残
存
し
て
い
る
保
護
の
中
心
は
農
業

金
融
で
あ
る
。
最
低
価
格
支
持
制
度
は
存
在
す
る
も
の
の
、
従
来

は
支
持
水
準
が
低
い
た
め
、
主
要
作
物
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ

た
。
た
だ
し
、
二
〇
〇
六
年
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
大
豆
等
に
関

し
て
最
低
保
証
価
格
を
維
持
す
る
た
め
に
補
助
金
が
支
出
さ
れ
た
。

５
、
農
産
物
貿
易
発
展
の
要
因

こ
こ
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
産
物

貿
易
の
伸
び
の
要
因
は
何
か
整
理
し
て
お
こ
う
。
最
も
主
流
の
説

は
農
業
が
犠
牲
に
な
っ
た
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
を
破
棄
し
、
市

場
原
理
に
基
づ
く
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
へ
転
換
し
た
こ
と
に
求

め
る
も
の
で
あ
る

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
で
用
い
ら
れ
る

主
要
な
政
策
手
段
は
、
①

関
税
や
輸
入
数
量
割
当
な
ど
の
国
境

保
護
措
置
、
②

外
貨
管
理
に
よ
る
為
替
レ
ー
ト
の
過
大
評
価
で

あ
る
。
こ
の
場
合
、
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
の
犠
牲
に
な
る
の
は

消
費
者
だ
け
で
は
な
く
、
保
護
対
象
以
外
の
産
業
、
特
に
輸
出
産

業
で
あ
る
。
途
上
国
に
お
い
て
農
業
が
輸
出
産
業
の
場
合
、
過
大

な
為
替
レ
ー
ト
の
下
で
輸
入
化
学
肥
料
の
価
格
は
上
昇
す
る
。
か

つ
近
代
的
素
材
産
業
は
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
産

の
化
学
肥
料
も
値
上
り
す

る
。
多
く
の
場
合
、
農
業

部
門
は
外
貨
の
割
当
が
無

い
た
め
、
割
高
な
国
内
製

品
を
買
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
一
方
、
輸
出
農
産
物

価
格
は
国
外
で
割
高
に
な

り
不
利
に
な
り
、
安
い
農

産
物
が
輸
入
さ
れ
る
た
め

国
内
農
産
物
価
格
も
引
き

下
げ
ら
れ
て
し
ま
い
、
農

業
に
と
っ
て
の
交
易
条
件

は
悪
化
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
の
が
こ
の
説
で
あ

る
。ブ

ラ
ジ
ル
の
場
合
、
一

九
九
〇
年
代
初
頭
に
こ
の

政
策
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と

が
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
の
発
展

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
論

調
が
多
い
。
し
か
し
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
場
合
こ
の
議
論

が
当
て
は
ま
る
か
否
か
に

図１ ％ＰＳＥの国際比較（２００２～０４年、平均）

注：％ＰＳＥ＝生産者支持推定量（ＰＳＥ）÷農業粗所得
出所：ＯＥＣＤ
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つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
輸
入
代
替
工
業
化
期
に
は
確
か
に
輸
出

農
産
物
の
相
対
価
格
が
不
利
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
一

方
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
、
農
業
金
融
や
農
産
物
価
格
政
策
等
の
保

護
政
策
も
拡
大
し
、
農
業
へ
の
資
源
移
転
が
生
じ
て
い
た
と
い
う

指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
輸
入
代
替
工
業
化
政
策
を
採
用
し
た

と
は
い
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
と
比
べ
て

遙
か
に
現
実
主
義
的
な
政
策
が
実
施
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
向
き
も

あ
る
。

結
局
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
農
産
物
貿
易
成

長
の
要
因
と
し
て
、
短
期
的
に
は
一
九
九
九
年
に
為
替
管
理
が
変

動
為
替
制
に
移
行
し
て
、
通
貨
レ
ア
ル
が
切
り
下
げ
ら
れ
た
効
果

が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
大
豆
な
ど
の
主
力
輸
出

産
品
の
価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
も
有
利
に
働
い
た
。
そ
れ
と
同
時

に
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
中
西
部
の
セ
ラ
ー
ド
を
中
心
と
し
た
内

陸
開
発
が
進
ん
で
、
作
付
け
面
積
拡
大
に
関
す
る
制
約
が
無
か
っ

た
こ
と
、
そ
こ
に
作
付
け
さ
れ
る
亜
熱
帯
地
域
向
け
品
種
の
開
発

（
特
に
大
豆
）が
ブ
ラ
ジ
ル
農
牧
研
究
公
社（
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ａ
）

を
中
心
と
し
た
政
府
の
試
験
研
究
機
関
で
成
功
し
た
こ
と
が
複
合

的
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

研
究
開
発
投
資
の
効
果
に
関
し
て
は
、
農
業
の
技
術
進
歩
率

が
、
一
九
七
五
〜
二
〇
〇
二
年
で
年
間
三
・
三
％
、
一
九
九
八
〜

二
〇
〇
二
年
間
で
は
五
・
七
％
で
、
一
九
四
八
〜
二
〇
〇
二
年
の

米
国
の
伸
び
率
が
一
・
八
％
な
の
と
比
較
し
て
も
高
い
と
い
う
計

測
結
果
も
あ
り
、
研
究
開
発
投
資
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
農
業
の
生
産
性

に
寄
与
し
た
度
合
い
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
（
注
５
）。

大
豆
に
代
表
さ
れ
る
輸
出
農
産
物
生
産
農
家
に
対
す
る
作
付
け

資
金
の
融
資
に
関
し
て
は
、
多
国
籍
穀
物
商
社
（
メ
ジ
ャ
ー
）
の

役
割
も
見
逃
せ
な
い
。
メ
ジ
ャ
ー
と
い
う
と
農
家
を
搾
取
す
る
存

在
と
し
て
敵
視
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
メ
ジ
ャ
ー
無
く
し
て
中
西

部
の
農
業
開
発
が
進
ん
だ
と
考
え
る
の
も
非
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

加
え
て
、
主
要
輸
出
農
産
物
構
成
の
変
化
も
影
響
し
て
い
る
。

こ
れ
を
説
明
す
る
の
が
図
２
で
あ
る
。
図
２
は
主
要
農
産
物
の
二

時
点
間
（
一
九
九
六
年
及
び
二
〇
〇
五
年
）
の
輸
出
額
の
変
化
を

示
し
て
い
る
。

こ
の
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
二
時
点
の
間
で
主
要
輸
出

品
目
の
伸
び
率
に
は
差
が
あ
る
。
伝
統
的
な
輸
出
品
目
で
あ
る
コ

ー
ヒ
ー
、
果
物
の
ジ
ュ
ー
ス
、
タ
バ
コ
な
ど
は
あ
ま
り
伸
び
て
お

ら
ず
、
大
豆
製
品
や
食
肉
の
伸
び
率
が
高
く
、
輸
出
増
加
の
新
し

い
牽
引
車
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
結
果
を
説
明
す
る
た
め
、
Ｌ
ｏ
ｒ
ｄ
と
Ｂ
ｏ
ｙ
ｅ
と
い
う

二
人
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
行
っ
た
推
計
結
果
を
紹
介
し
た
い
（
注

６
）。二
人
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
輸
出
し
て
い
る
主
要
一
次

産
品
一
〇
品
目
に
関
し
て
、
輸
入
先
先
進
国
の
所
得
弾
力
性
を
推

計
し
た
。
な
お
、
所
得
弾
力
性
と
は
需
要
の
変
化
割
合
を
所
得
の

変
化
割
合
で
割
っ
た
比
率
を
い
う
。

こ
の
結
果
を
み
る
と
、
同
じ
一
次
産
品
と
い
っ
て
も
、
そ
の
所
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得
弾
力
性
の
値
に
は
か
な
り
の
幅
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
農
産

物
を
み
る
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
伝
統
的
な
輸
出
品
目
で
あ
る
砂
糖
、
コ

ー
ヒ
ー
、コ
コ
ア
の
所
得
弾
性
値
は
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
五
、〇
・
七
、

〇
・
八
と
一
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
産
品

に
対
す
る
需
要
の
伸
び
率
は
所
得
の
伸
び
率
を
下
回
る
こ
と
に
な

り
、「
輸
出
ペ
シ
ミ
ズ
ム
」
の
一
つ
の
根
拠
と
も
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
豆
と
牛
肉
の
所
得
弾
力
性
は
そ
れ
ぞ
れ
の

二
・
〇
、
二
・
四
と
二
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ
は
工
業
製
品
並
に

高
い
数
値
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
所
得
弾
力
性

が
低
い
産
品
か
ら
高
い
産
品
に
生
産
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
農
産
物
輸
出
を
拡
大
し
、
輸
出
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
克
服
に
成
功
し

た
と
言
え
る
。
ま
た
、
所
得
の
伸
び
率
が
高
い
先
進
国
に
お
け
る

農
業
保
護
の
撤
廃
、
高
い
所
得
の
伸
び
を
続
け
る
中
国
の
受
益
国

が
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。

６
、
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
の
弱
点

最
後
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
農
業
が
抱
え
て
い
る
問
題
点
を
簡
単
に
指

摘
し
て
、
む
す
び
に
換
え
た
い
。
ま
ず
、
長
期
的
な
問
題
と
し
て

は
、
倉
庫
、
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
が
あ
る
。
穀
物
の
場

合
、
農
場
段
階
で
は
米
国
と
比
較
し
て
生
産
費
は
安
い
が
、
輸
送

手
段
が
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
道
路
輸
送
が
主
で
未
舗
装
の
道
路
が
多

い
（
舗
装
率
一
〇
％
）
た
め
、
河
川
輸
送
中
心
の
米
国
に
比
べ
て

流
通
・
運
送
費
が
高
く
、
Ｆ
Ｏ
Ｂ
価
格
で
は
差
が
縮
小
し
て
し
ま

図２ 主要農産物の輸出金額（１９９６－２００５年比較）

注 ：大豆製品は大豆（粒）・大豆油・大豆ミールの合計。牛肉は生鮮・冷蔵・冷凍肉の合計。
資料：ブラジル農務省資料をもとに筆者作成
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う
。
ち
な
み
に
、
道
路
輸
送
、
鉄
道
輸
送
、
河
川
輸
送
の
単
位
当

た
り
輸
送
コ
ス
ト
の
比
は
九‥

三‥

一
と
言
わ
れ
て
い
る
。

農
家
に
と
っ
て
は
世
界
有
数
の
高
金
利
も
深
刻
な
問
題
で
あ

る
。
例
え
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
中
央
銀
行
の
金
融
市
場
の
誘
導
目
標
で

あ
る
基
準
金
利
は
二
〇
〇
六
年
末
現
在
で
年
率
一
三
・
一
九
％
で

あ
る
。
農
家
が
資
金
を
借
り
る
際
は
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
金
利
が
高

く
な
る
わ
け
で
、農
家
債
務
の
累
積
が
常
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

短
期
的
に
は
、
通
貨
レ
ア
ル
の
対
ド
ル
レ
ー
ト
の
高
騰
が
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
は
一
ド
ル＝

三
・
九

五
レ
ア
ル
ま
で
レ
ア
ル
安
が
進
ん
だ
が
、
二
〇
〇
六
年
末
に
は
一

ド
ル＝

二
・
一
四
ま
で
レ
ア
ル
高
が
進
み
、
輸
出
に
打
撃
と
な
っ

て
い
る
。

【
注
】
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���������������
は
じ
め
に

一
九
九
一
年
、
イ
ン
ド
は
建
国
以
来
の
理
念
で
あ
っ
た
「
社
会

主
義
型
社
会
」
の
建
設
を
事
実
上
放
棄
し
、
本
格
的
な
経
済
自
由

化
に
取
り
組
み
始
め
た
。
改
革
は
概
ね
奏
功
し
、
そ
の
後
、
経
済

は
年
率
六
〜
七
％
に
も
及
ぶ
か
な
り
高
い
成
長
軌
道
に
乗
っ
て
い

る
。
最
近
で
は
、
イ
ン
ド
は
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
と
と

も
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
と
称
さ
れ
、
世
界
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
い

る
。
輸
出
産
業
が
こ
ぞ
っ
て
生
産
拠
点
を
求
め
進
出
し
て
い
る
中

国
と
は
違
っ
た
意
味
で
は
あ
る
が
、
発
展
著
し
い
Ｉ
Ｔ
産
業
、
そ

し
て
二
億
と
も
三
億
と
も
い
わ
れ
る
中
間
層
を
中
心
と
す
る
膨
大

な
内
需
の
魅
力
に
魅
せ
ら
れ
、
世
界
中
の
企
業
が
投
資
先
と
し
て

真
剣
に
考
え
始
め
た
。
近
年
は
、
異
常
な
ま
で
に
高
い
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
の
ホ
テ
ル
も
、
経
済
進
出
を
目
論
む
各
国
使
節
団
で
い
つ
も

満
室
状
態
で
あ
る
。

一
九
九
一
年
以
降
の
イ
ン
ド
経
済
の
躍
動
は
、
一
九
八
〇
年
代

に
お
け
る
農
業
発
展
に
基
礎
が
あ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
方
で

あ
る
。

イ
ン
ド
は
、
農
業
を
お
ろ
そ
か
に
し
た
た
め
手
痛
い
し
っ
ぺ
返

し
を
受
け
た
苦
い
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
半
ば
、
二

年
連
続
で
大
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
、
一
〇
〇
〇
万
ト
ン
を
越
す
緊
急

食
料
輸
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
れ
が
国
政
レ
ベ
ル
の
危
機
に
ま

で
発
展
し
た
。
そ
の
後
一
九
七
〇
年
代
半
ば
頃
ま
で
工
業
化
が
停

滞
し
（
い
わ
ゆ
る
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」）、他
の
開
発
途
上
国
（
特

に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
）
に
決
定
的
な
遅
れ
を
と
っ
た
�

。
一
九
四
七
年
建

国
以
来
の
比
較
的
順
調
に
み
え
た
重
化
学
工
業
化
路
線
は
挫
折

し
、
途
上
国
の
「
盟
主
」
た
る
イ
ン
ド
の
地
位
は
大
き
く
低
下
し

た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
農
業
と
農
業
政
策

－
食
料
問
題
か
ら
農
業
調
整
問
題
へ－

京
都
大
学
教
授

藤
田

幸
一

農村と都市をむすぶ２００７．２
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農
政
は
、
農
業
を
重
視
す
る
新
農
業
戦
略
へ
転
換
し
、
一
九
七

〇
年
代
半
ば
頃
ま
で
に
は
国
家
レ
ベ
ル
で
の
食
料
自
給
の
達
成
と

い
う
形
で
成
果
を
あ
げ
た（「
緑
の
革
命
」）。た
だ
し「
緑
の
革
命
」

の
真
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
そ
れ
が
一
部
作
物
（
小
麦
）
の
一
部
地

域
（
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
中
心
）
だ
け
の
も
の
か
ら
、
ほ
ぼ
全
作
物
・

全
地
域
に
拡
大
し
た
一
九
八
〇
年
代
以
降
に
発
現
し
た
。
技
術
革

新
が
最
も
貧
し
い
東
部
イ
ン
ド
の
稲
作
地
帯
ま
で
及
ん
だ
と
き
、

農
業
成
長
は
農
村
所
得
の
底
上
げ
に
結
実
し
、
一
九
九
〇
年
代
以

降
の
本
格
的
な
経
済
発
展
の
た
め
の
基
礎
的
条
件
（
国
内
市
場
の

創
出
な
ど
）
が
整
っ
た
の
で
あ
る
（
藤
田
﹇
二
〇
〇
二
﹈）。

既
述
の
よ
う
に
、
二
億
と
も
三
億
と
も
い
わ
れ
る
中
間
層
の
旺

盛
な
消
費
意
欲
が
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
を
引
っ
張
っ
て
い
る
点
は

否
め
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
農
村
購
買
力
の
全
般
的
増
大
も
、

そ
の
人
口
規
模
が
膨
大
な
だ
け
に
侮
れ
な
い
。
本
格
的
な
国
民
経

済
の
発
展
の
前
提
と
し
て
、
農
業
・
農
村
発
展
が
先
行
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
所
以
で
あ
る
。

た
だ
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
九
八
〇
年
代
な
い
し
九
〇
年
代
の

比
較
的
順
調
な
経
済
発
展
の
裏
側
で
発
生
し
た
新
た
な
農
業
と
農

村
の
問
題
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

は
、
大
き
く
い
え
ば
、
経
済
の
主
要
課
題
が
食
料
問
題
か
ら
農
業

調
整
問
題
へ
（
速
水
・
神
門
﹇
二
〇
〇
二
﹈）
と
移
行
す
る
に
し

た
が
っ
て
生
起
し
た
問
題
群
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
生
産
量

増
大
に
専
念
し
て
お
れ
ば
良
か
っ
た
時
代
か
ら
需
要
の
変
化
に
応

じ
た
細
か
な
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
時
代
へ
、
ま
た
労
働
力
を

は
じ
め
生
産
資
源
が
農
業
か
ら
非
農
業
へ
移
動
し
て
い
く
発
展
段

階
へ
の
移
行
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生

し
、
激
化
し
て
ゆ
く
。

以
下
本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
農
業
が
直
面
し
て
い
る
そ
う
し
た
問

題
群
と
政
策
対
応
に
つ
い
て
概
観
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

１
、
農
産
物
（
穀
物
）
の
過
剰
問
題

第
一
に
取
り
上
げ
た
い
問
題
は
、
穀
物
（
米
、
小
麦
）
の
過
剰

問
題
で
あ
る
。
表
１
は
、
イ
ン
ド
の
一
人
当
た
り
穀
物
消
費
量
の

時
系
列
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
に
み
る
よ
う
に
、
穀
物

消
費
の
総
量
は
都
市
、
農
村
と
も
に
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
ピ
ー

ク
に
達
し
、
そ
れ
以
来
、
一
貫
し
て
減
少
を
続
け
て
い
る
。
た
だ

し
、
減
少
は
主
に
雑
穀
�

で
生
じ
て
お
り
、
米
、
小
麦
は
そ
れ
ほ

ど
減
少
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
表
２
は
、
穀
物
の
生
産
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
既

述
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
は
農
業
生
産
が
全
般
的
に
好
調
だ

っ
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
慢
性
的
飢
餓
の
問
題
が
大
幅
に

改
善
さ
れ
、
ま
た
農
村
所
得
の
底
上
げ
が
実
現
し
た
。
そ
れ
ま
で

栄
養
水
準
で
ほ
ぼ
同
等
で
あ
っ
た
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
を
引
き

離
し
、
決
定
的
な
差
が
つ
い
た
の
は
こ
の
八
〇
年
代
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
ピ
ー
ク
時
に
は
二
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
人
口
増
加
率

も
急
速
に
低
下
し
、
最
近
で
は
一
・
五
％
近
く
ま
で
下
が
っ
て
い
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表１ インドの１人当たり穀物消費量
（㎏／年）

出所）全国標本調査、各年版。

表２ 穀物生産の年率増加率

出所）Government of India,Agricultural Statistics At A Glance 2004.

（年率％）
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る
。以

上
の
よ
う
な
穀

物
需
要
量
の
構
造
的

な
頭
打
ち
が
次
第
に

鮮
明
に
な
る
中
で
、

一
九
九
〇
年
代
半
ば

以
降
、
穀
物
の
生
産

過
剰
問
題
が
、
と
り

わ
け
政
府
在
庫
の
膨

張
と
い
う
形
で
表
面

化
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

事
の
発
端
は
、
一

九
九
一
年
経
済
自
由

化
以
降
の
急
速
な
政

府
穀
物
買
い
上
げ
価

格
の
引
き
上
げ
で
あ

っ
た
。
イ
ン
ド
で

は
、
政
府
（
食
糧
公

社
）
が
あ
ら
か
じ
め

ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た

公
定
価
格
で
米
、
小

麦
を
買
い
上
げ
、
不

足
地
域
に
輸
送
し
、
末
端
の
配
給
店
舗
（F

air
P
rice

S
h
op

）

網
を
通
じ
て
、
一
般
大
衆
に
市
場
価
格
よ
り
若
干
低
め
の
価
格
で

販
売
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
食
糧
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
制
度

が
敷
か
れ
て
い
る
（
公
的
分
配
シ
ス
テ
ムP

D
S
;P
u
b
lic

D
istrib

u
tion

S
y
stem

）。一
九
九
一
年
以
降
、
穀
倉
地
帯
の
農

民
の
生
産
者
団
体
の
要
求
に
応
え
る
形
で
買
い
上
げ
価
格
を
毎
年

引
き
上
げ
、
同
時
に
逆
ザ
ヤ
回
避
の
た
め
に
売
り
渡
し
価
格
も
引

き
上
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
生
産
は
刺
激
さ
れ
る
一
方
、
消

費
は
冷
え
込
み
、
政
府
在
庫
が
急
速
に
膨
ら
む
と
い
う
事
態
と
な

っ
た
（
図
１
）。ち
な
み
に
穀
物
生
産
量
に
対
す
る
政
府
買
い
上
げ

量
は
年
々
上
昇
し
、
最
近
で
は
二
〇
〜
二
五
％
に
も
達
し
て
い

る
�

。
図
１
に
よ
れ
ば
、
政
府
が
過
剰
な
穀
物
在
庫
を
抱
え
て
難
渋
す

る
と
い
う
事
態
は
、
一
九
九
五
年
頃
（
第
一
次
過
剰
）
と
二
〇
〇

二
年
頃
（
第
二
次
過
剰
）
の
二
回
発
生
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
在

庫
は
、
第
一
次
過
剰
時
に
は
米
、
小
麦
あ
わ
せ
て
三
〇
〇
〇
万
ト

ン
を
越
え
、
第
二
次
過
剰
時
に
は
六
〇
〇
〇
万
ト
ン
近
く
に
達
し

た
。以

上
が
、
イ
ン
ド
が
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
突
如
、
輸
出
国
と

し
て
国
際
米
市
場
に
登
場
し
、
以
来
恒
常
的
な
米
輸
出
国
と
な
っ

た
背
景
で
あ
る
�

。
過
剰
な
在
庫
を
抱
え
た
政
府
は
、
最
終
的
に

は
民
間
業
者
に
輸
出
向
け
の
条
件
付
き
で
安
価
で
放
出
す
る
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
�

。

図１ インドの政府穀物在庫（１月１日現在）

出所）表２と同じ。
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イ
ン
ド
に
は
、
ま

だ
絶
対
的
貧
困
人
口

が
数
多
く
残
っ
て
い

る
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
配
給
価

格
の
引
き
上
げ
が
彼

ら
の
消
費
を
抑
制

し
、
そ
れ
が
最
終
的

に
輸
出
に
回
っ
た
と

す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

「
飢
餓
輸
出
」
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
そ

う
い
う
面
が
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な

い
。
た
だ
し
、
穀
物

消
費
の
頭
打
ち
か
ら

減
少
へ
と
い
う
大
き

な
時
代
の
趨
勢
は
厳

然
と
あ
り
、
基
本
的

に
は
そ
の
よ
う
な
構

造
変
化
へ
の
政
策
的

な
対
応
の
失
敗
と
解

釈
す
べ
き
だ
と
筆
者

は
考
え
て
い
る
。
Ｐ

Ｄ
Ｓ
を
め
ぐ
る
政
府
財
政
負
担
（
在
庫
の
持
ち
越
し
費
用
も
含

む
）
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
％
に
達
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
、
政
府
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
穀
物

の
買
い
上
げ
価
格
の
抑
制
に
転
じ
て
い
る
。
こ
こ
五
〜
六
年
、
穀

物
価
格
は
据
え
置
か
れ
、
実
質
で
は
こ
の
間
に
一
〇
％
以
上
も
下

落
し
た
計
算
に
な
る
。
夏
（
カ
リ
フ
）
に
米
、
冬
（
ラ
ビ
）
に
小

麦
と
い
う
二
毛
作
体
系
が
確
立
し
て
い
る
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
な
ど

穀
物
産
地
で
は
、
穀
物
か
ら
野
菜
、
果
物
な
ど
高
付
加
価
値
作
物

へ
と
い
う
農
業
多
様
化
に
、
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
み
始
め
て
い

る
�

。
２
、
農
業
投
入
財
へ
の
補
助
金
問
題

一
九
八
〇
年
代
は
、
イ
ン
ド
の
農
業
に
と
っ
て
飛
躍
の
時
代
で

あ
っ
た
（
そ
れ
が
九
〇
年
代
以
降
の
経
済
発
展
の
基
礎
に
あ
る
こ

と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
）。そ
れ
は
、
灌
漑
が
広
が
り
、
高
収
量

の
改
良
種
子
が
普
及
し
、
化
学
肥
料
な
ど
薬
剤
投
入
が
増
加
す

る
、
主
と
し
て
土
地
生
産
性
向
上
の
過
程
で
あ
っ
た
。
近
代
的
投

入
財
の
採
用
と
多
投
は
、
し
か
し
、
投
入
財
補
助
金
の
財
政
負
担

の
増
加
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
。
問
題
の
投
入
財
は
、
中
央
政

府
財
政
の
関
連
で
は
化
学
肥
料
、
州
政
府
財
政
の
関
連
で
は
電
力

と
灌
漑
で
あ
っ
た
（
図
２
）。

化
学
肥
料
補
助
は
、
国
産
お
よ
び
輸
入
肥
料
を
コ
ス
ト
以
下
に

安
く
抑
制
す
る
た
め
の
価
格
差
補
給
金
で
あ
る
�

。
灌
漑
は
、
政

図２ 農業投入財補助金

出所）表２と同じ。
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府
の
（
主
に
）
用
水

路
灌
漑
シ
ス
テ
ム
に

係
る
資
本
お
よ
び
運

営
費
と
農
民
か
ら
徴

収
す
る
水
利
料
の
差

額
で
あ
る
。
最
後
に

電
力
と
は
、
農
業
用

電
力
、
と
り
わ
け
電

動
管
井
戸

（tu
b
ew
ell

）
の

電

気
料
金
に
対
す
る
補

助
金
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
灌
漑
お
よ
び

電
力
は
い
ず
れ
も
水

利
に
関
連
す
る
補
助

金
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
イ
ン
ド
の
灌
漑

率
は
四
〇
％
を
越
え

る
に
至
っ
た
が
�

、

戦
後
に
急
速
な
伸
び

を
示
し
た
の
は
管
井

戸
で
あ
り
、
最
近
で

は
全
体
の
四
〇
％
近

く
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る（
続
い
て
政
府
用
水
路
の
約
三
〇
％
）。

図
２
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
最
も
深
刻
度
を
増
し
て
い
る
の
は

電
力
補
助
金
の
問
題
で
あ
る
。
電
力
は
州
政
府
の
管
轄
で
、
各
州

の
州
電
力
公
社
（S

E
B
;S
tate

E
lectricity

B
oard

）
の
赤
字

補
填
と
い
う
形
を
と
る
。
農
業
用
電
力
は
一
般
に
極
度
に
低
く
抑

制
さ
れ
て
お
り
、
無
料
と
い
う
州
も
あ
る
（
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
や

タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
な
ど
）。ま
た
料
金
体
系
は
、
フ
ラ
ッ
ト
・

レ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
馬
力
数
に
応
じ
た
固
定
料
金
制
が
大
半
を
占

め
、
過
剰
な
地
下
水
く
み
上
げ
を
助
長
し
て
い
る
面
も
あ
る
。

図
３
に
み
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
電
力
消
費
全
体
に
占
め
る
農

業
用
電
力
の
シ
ェ
ア
は
非
常
に
大
き
く
、
農
業
用
電
力
料
金
の
抑

制
の
し
わ
寄
せ
は
、
州
財
政
の
赤
字
の
ほ
か
、
他
部
門
と
り
わ
け

工
業
用
電
力
へ
と
転
嫁
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
工
業
部
門
が
直

面
す
る
電
気
料
金
は
割
高
で
、
工
業
発
展
を
阻
害
す
る
一
因
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

農
業
用
電
力
の
補
助
金
問
題
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｓ
に
か
ら
む
食
料
補
助

金
の
問
題
と
と
も
に
、
今
や
大
衆
迎
合
的
な
イ
ン
ド
の
政
治
体
質

の
象
徴
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
�

。
補
助
金
を
削
減
す
る
こ
と
が

合
理
的
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
政
治
的
理
由
か
ら
そ
れ
が
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
補
助
金
に
よ
る
財
政
の
圧
迫
は
、
中
長
期
的
な
経

済
発
展
の
観
点
か
ら
は
不
可
欠
の
公
共
投
資
（
農
村
イ
ン
フ
ラ
整

備
）
を
阻
害
す
る
、
由
々
し
き
問
題
な
の
で
あ
る
。

図３ インドの電力消費

出所）表２と同じ。
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３
、
雇
用
の
問
題

経
済
の
主
要
問
題
が
食
料
問
題
か
ら
農
業
調
整
問
題
へ
移
行
す

る
過
程
で
は
、
都
市
・
農
村
間
の
所
得
格
差
が
拡
大
し
、
同
時
に

労
働
力
の
非
農
業
部
門
へ
の
流
出
が
加
速
化
す
る
の
が
常
で
あ

る
。
イ
ン
ド
は
、
戸
籍
制
度
で
都
市
・
農
村
が
明
瞭
に
分
割
さ
れ

て
い
る
中
国
と
は
異
な
り
、
都
市
・
農
村
の
所
得
格
差
は
比
較
的

小
さ
く
推
移
し
て
き
た
が
、
最
近
で
は
そ
れ
が
拡
大
し
て
お
り
、

全
国
標
本
調
査
（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の
家
計
消
費
支
出
調
査
（
二
〇
〇
四

年
一
〜
六
月
）
に
よ
れ
ば
、
一
人
当
た
り
家
計
支
出
額
の
都
市
・

農
村
間
格
差
は
、
主
要
州
の
平
均
で
約
一
・
九
倍
に
達
し
て
い
る

（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
﹇
二
〇
〇
六
﹈）。

表
３
は
、
イ
ン
ド
の
農
業
・
非
農
業
別
就
業
者
数
の
推
移
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
至
っ
て
も
、
農
業
就
業
人
口
の
比

率
は
七
六
％
も
占
め
て
い
る
。
対
し
て
、
農
業
生
産
額
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
率
は
二
五
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
将
来
に
向
け
て
大
き
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
問
題
は
、
農
村
内
の
階
層
間
格
差
で
あ
る
。
イ
ン
ド
で

は
、
一
九
五
〇
年
代
に
土
地
改
革
を
不
徹
底
に
し
た
た
め
、
土
地

な
し
の
労
働
者
が
農
村
内
に
大
量
に
滞
留
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、

小
作
人
に
も
な
れ
な
い
裸
の
労
働
者
で
あ
る
。
表
３
に
よ
れ
ば
、

農
業
就
業
人
口
の
う
ち
、
雇
用
労
働
者
の
シ
ェ
ア
は
四
〇
％
を
上

回
っ
て
い
る
。
機
械
化
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
常
雇
は
急
速
に
減

少
し
、
臨
時
雇
（casu

al
lab
orer

）
と
し
て
雇
わ
れ
る
者
が
大

部
分
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
農
繁
期
に
は
農
業
に
雇
わ
れ
、
農
閑
期

に
は
非
農
業
の
自
営
か
雇
用
労
働
に
就
い
て
い
る
よ
う
な
「
雑
業

層
」
で
あ
る
。

今
後
、
さ
ら
に
農
業
が
そ
の
相
対
的
地
位
を
縮
小
さ
せ
て
い
く

に
伴
っ
て
、
農
業
就
業
人
口
は
次
第
に
非
農
業
部
門
へ
と
移
動
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
は
苦
渋
に
満
ち
た
も
の
と
な

ろ
う
。
表
３
に
み
る
よ
う
に
、
非
農
業
部
門
の
う
ち
常
雇
と
区
分

さ
れ
た
大
半
が
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
層
は
、
ま
さ
し
く

「
大
海
の
一
滴
」に
す
ぎ
ず（
全
就
業
人
口
の
わ
ず
か
五
・
八
％
）、

ま
た
そ
の
増
加
ペ
ー
ス
も
遅
々
た
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
就
く
た
め
に
は
一
定
程
度
以
上
の

教
育
が
不
可
欠
で
あ
り
、
競
争
激
化
で
年
々
そ
の
教
育
水
準
も
上

昇
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
社
会
の
底
辺
層
に
い
る
農
村
土
地
な
し

雇
用
労
働
者
は
、
多
く
が
カ
ー
ス
ト
制
度
の
最
低
辺
層
（S

C
:

S
ch
ed
u
led

C
aste

）
な
い
し
指
定
部
族
（S

T
:
S
ch
ed
u
led

T
rib
e

）
に
属
し
て
お
り
、
著
し
く
教
育
が
遅
れ
て
い
る
。
彼
ら

が
農
業
か
ら
「
押
し
出
さ
れ
る
」
と
し
て
も
、
受
け
入
れ
先
は
、

都
市
部
の
劣
悪
な
雇
用
機
会
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
農

業
調
整
問
題
へ
の
移
行
期
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
非
常
に

長
引
く
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
表
４
は
、
イ
ン
ド
の
全
世
帯
一
億
七
六
五
四
万
世

帯
の
職
業
別
分
布
で
あ
る
。
七
一
％
は
農
村
部
に
居
住
し
、
そ
の
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四
一
％
は
自

営
農
民
、
三

五
％
は
賃
金

労
働
者
で
あ

る
。
ま
た
、

残
り
二
九
％

の
都
市
世
帯

の
う
ち
、
四

一
％
は
給
与

所
得
者
、
二

一
％
は
賃
金

労
働
者
、
一

六
％
は
小
商

店
主
な
ど
と

な

っ

て

い

る
。
右
欄
の

区
分
は
、
五

分
位
の
所
得

階
層
を
示
し

て

い

る
。

中
、
中

の

上
、
上
の
三

つ
の
階
層
が

表３ インドの就業者数

出所）Balla et al ２００６，ｐ．８９より筆者作成。

表４ 世帯主職業別の世帯分布

出所）ＮＣＡＥＲ，２００３，ｐｐ．２２．

（千世帯、％）

（千人）
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い
わ
ゆ
る
「
中
間
層
」
で
あ
り
、
全
世
帯
の
三
割
弱
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
対
し
て
、
下
に
区
分
さ
れ
た
世
帯
の
大
半
は

「
絶
対
的
貧
困
層
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
全
世
帯
の
三
割
強
を
占
め

て
い
る
。

所
得
の
都
市
・
農
村
格
差
が
ざ
っ
と
約
三
倍
に
達
す
る
中
国
で

は
、
労
働
力
の
非
農
業
部
門
へ
の
移
動
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
て
い
く
か
が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
�

。
イ
ン
ド
で
は
、

都
市
・
農
村
の
所
得
格
差
は
二
倍
弱
に
す
ぎ
な
い
が
、
農
村
も
都

市
も
そ
の
内
部
で
の
階
層
間
格
差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
し
か
も
イ
ン
ド
で
は
労
働
集
約
的
な
工
業
化
が

遅
れ
、
代
わ
り
に
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
肥
大
化
だ
け
が
進
ん
で
い

る
。
非
農
業
部
門
の
雇
用
吸
収
力
は
大
き
く
な
い
の
で
あ
る
。
た

と
え
て
い
え
ば
、
中
国
が
強
権
的
な
社
会
主
義
体
制
の
中
で
都
市

・
農
村
の
格
差
問
題
と
い
う
爆
弾
を
抱
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
世

界
最
大
の
民
主
主
義
国
家
イ
ン
ド
は
、
絶
対
的
貧
困
と
階
層
間
格

差
と
い
う
慢
性
疾
患
を
患
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
と
も

に
、
農
業
調
整
問
題
へ
の
移
行
の
苦
悩
の
真
っ
只
中
に
い
る
の
で

あ
る
。

�

農
業
の
停
滞
が
（
食
料
タ
ー
ム
の
）
賃
金
率
を
押
し
上
げ
、
な
い
し
食
料
輸

入
の
た
め
に
貴
重
な
外
貨
が
費
消
さ
れ
、
工
業
化
と
経
済
発
展
に
支
障
を
き

た
す
現
象
は
、「
リ
カ
ー
ド
の
罠
」
と
呼
ば
れ
る
。
イ
ン
ド
は
、
こ
の
た
め
に

「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
（
大
野
﹇
一
九
九
九
﹈）。

�

ソ
ル
ガ
ム
（jow

ar

）、ト
ウ
ジ
ン
ビ
エ
（b

ajra

）、シ
コ
ク
ビ
エ
（rag

i

）、ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
が
主
な
雑
穀
で
あ
る
。

�

農
家
の
自
家
消
費
分
を
考
慮
す
る
と
、
市
場
化
さ
れ
た
総
量
に
対
す
る
比
率

は
も
っ
と
高
く
、
三
五
％
程
度
ま
で
上
昇
す
る
。

�

一
九
九
五
年
、
イ
ン
ド
は
突
如
、
四
〇
〇
万
ト
ン
を
越
す
米
輸
出
を
行
い
、

タ
イ
に
次
ぐ
世
界
第
二
の
輸
出
国
に
躍
り
出
た
。
そ
れ
以
降
、
量
の
変
動
を

繰
り
返
し
つ
つ
も
、
米
輸
出
大
国
と
し
て
の
地
位
を
保
持
し
て
い
る
。
ま
た

二
〇
〇
一
／
〇
二
年
度
か
ら
は
、
米
に
加
え
小
麦
の
大
量
の
輸
出
に
も
参
入

し
て
い
る
。

�

Ｐ
Ｄ
Ｓ
は
本
来
、
対
象
者
を
限
定
し
な
い
制
度
で
誰
も
が
同
等
の
配
給
を
受

け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
が
、
在
庫
減
ら
し
を
一
つ
の
目
的
と
し
て
一
九
九

七
年
か
ら
貧
困
世
帯
向
け
の
優
遇
措
置
が
導
入
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と
そ
の
変

容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
首
藤
﹇
二
〇
〇
五
﹈
を
参
照
の
こ
と
。

�

イ
ン
ド
で
は
今
後
、
所
得
増
加
に
伴
い
、
畜
水
産
物
の
消
費
が
増
え
、
そ
の

た
め
の
飼
料
穀
物
需
要
が
増
加
し
、
新
た
な
食
料
問
題
（
穀
物
の
生
産
不
足
）

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
主
張
す
る
の
が
須
田
﹇
二
〇
〇
五
﹈
で
あ
る
。

イ
ン
ド
で
畜
産
物
需
要
が
そ
れ
ほ
ど
伸
び
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
あ
る

が
、
そ
れ
を
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
も
、
問
題
は
、
需
要
が
伸
び
る
穀
物
の

種
類
で
あ
る
。
米
、
小
麦
は
過
剰
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
ル
ガ
ム
な
ど
は

不
足
と
い
っ
た
不
均
衡
に
陥
る
可
能
性
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
（
藤
田
﹇
二
〇

〇
六
﹈）。適
地
適
作
を
考
慮
す
れ
ば
、
不
均
衡
は
地
域
差
と
し
て
発
現
す
る
公

算
が
高
く
、
わ
が
国
水
田
農
業
の
変
容
の
歴
史
を
考
え
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

農
業
多
様
化
の
道
は
大
層
困
難
な
も
の
と
な
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
道
は
、
米
、
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小
麦
を
増
産
し
て
輸
出
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
小
麦
に
は
競
争
力
が
な
く
、

米
も
今
後
の
賃
金
率
上
昇
次
第
で
は
競
争
力
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
は
怪

し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

�

窒
素
と
リ
ン
酸
肥
料
は
自
給
率
が
八
〇
〜
九
〇
％
あ
る
の
に
対
し
、
カ
リ
は

ほ
ぼ
全
量
が
輸
入
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
国
内
産
肥
料
に
対
す
る
価
格
差
補
給

金
の
一
部
は
、
非
効
率
な
肥
料
工
場
に
対
す
る
補
助
金
で
あ
り
、
農
民
の
手

に
は
入
ら
な
い
と
い
え
る
。

�

作
物
別
に
灌
漑
率
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
小
麦
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
九
〇

％
、
米
は
五
〇
％
強
、
綿
花
は
三
〇
％
強
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
二
〇
％
強
、

そ
の
他
雑
穀
は
一
〇
％
未
満
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

�

ち
な
み
に
図
２
に
よ
れ
ば
、
投
入
財
補
助
金
の
総
額
は
三
五
〇
〇
億
ル
ピ
ー

を
越
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
二
％
近
い
膨
大
な
金
額
で
あ
る
。

た
だ
し
価
格
政
策
等
に
よ
る
農
産
物
価
格
の
低
位
（
国
境
価
格
に
比
し
て
）

を
考
慮
し
て
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｓ
Ｅ
（P
rod
u
cer

S
u
p
p
ort

E
stim
ate

）
を

計
算
す
る
と
、
ほ
ぼ
毎
年
、
イ
ン
ド
は
マ
イ
ナ
ス
値
を
と
る
（G

u
lati

an
d

N
aray
an

﹇
二
〇
〇
三
﹈）。つ
ま
り
イ
ン
ド
の
農
業
は
、
全
体
と
し
て
保
護

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
搾
取
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

�

詳
し
く
は
、
佐
藤
﹇
二
〇
〇
三
﹈
を
参
照
。

参
考
文
献

大
野
昭
彦
﹇
一
九
九
九
﹈「
イ
ン
ド－

巨
象
は
立
ち
上
が
る
か
」（
原
洋
之
介
編
『
ア

ジ
ア
経
済
論
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）。

佐
藤
宏
﹇
二
〇
〇
三
﹈『
現
代
中
国
経
済
七

所
得
格
差
と
貧
困
』
名
古
屋
大
学
出

版
会
。

首
藤
久
人
﹇
二
〇
〇
五
﹈「
公
的
分
配
シ
ス
テ
ム
を
め
ぐ
る
穀
物
市
場
の
課
題
」（
内

川
秀
二
編
『
躍
動
す
る
イ
ン
ド
経
済－

そ
の
光
と
陰
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
）。

須
田
敏
彦
﹇
二
〇
〇
五
﹈「
食
料
需
給
の
構
造
と
課
題
」（
内
川
秀
二
編
、
同
右
）。

速
水
佑
次
郎
・
神
門
善
久
﹇
二
〇
〇
二
﹈『
農
業
経
済
論

新
版
』
岩
波
書
店
。

藤
田
幸
一
﹇
二
〇
〇
二
﹈「
イ
ン
ド
農
業
論－

技
術
・
政
策
・
構
造
変
化
」（
絵
所
秀

紀
編
『
現
代
南
ア
ジ
ア
二

経
済
自
由
化
の
ゆ
く
え
』
東
京
大
学
出
版
会
）。

藤
田
幸
一
﹇
二
〇
〇
六
﹈「
イ
ン
ド
の
食
料
問
題
と
食
料
政
策－

そ
の
構
造
と
展
望

－

」『
国
際
開
発
研
究
』
一
五
巻

二
号
。

B
alla

et
al

﹇
二
〇
〇
六
﹈

�Ru
ral

C
asu
al
L
ab
orers,

W
ag
es

an
d
P
ov
erty

:
1
9
8
3
to
1
9
9
9
－
2
0
0
0�
In
M
eh
ta
an
d
S
h
ep
h
erd

ed
.,
C
h
ron
ic

P
ov
erty

an
d
D
ev
elop
m
en
t
P
olicy

in
In
d
ia
,

S
ag
e
P
u
b
lication

s

。

G
u
lati,

A
.
an
d
S
.
N
aray
an

﹇
二
〇
〇
三
﹈

T
h
e
S
u
b
sid
y

S
y
n
d
rom
e
in
In
d
ian

A
g
ricu
ltu
re,

O
x
ford

U
n
iv
ersity

P
ress.

N
ation

al
C
ou
n
cil
of
A
p
p
lied

E
con
om
ic
R
esearch

（N
C
A
E
R

）﹇
二

〇
〇
三
﹈

In
d
ia
M
ark
et
D
em
og
rap
h
ics

R
ep
ort

二
〇
〇
二
。

N
ation

al
S
am
p
le
S
u
rv
ey

（Ｎ
Ｓ
Ｓ

）
﹇
二
〇
〇
六
﹈

H
ou
seh
old

C
on
su
m

er
E
x
p
en
d
itu
re
in
In
d
ia,

N
S
S

六
〇th

R
ou
n
d

（Jan
u
ary
－
Ju
n
e

二
〇
〇
四
）。
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���������������
１
、
食
料
需
給
と
農
産
物
貿
易

表
１
は
、
中
国
の
一
人
当
た
り
食
料
消
費
動
向
を
見
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
中
国
で
は
主
食
で
腹
を

満
た
す
段
階
は
一
九
八
〇
年
代
に
終
わ
り
を
告
げ
、
そ
の
後
は
畜

産
物
や
野
菜
、
果
物
な
ど
の
副
食
品
消
費
が
増
え
る
一
方
で
、
主

食
消
費
が
減
少
す
る
「
食
料
消
費
の
高
度
化
」
が
進
ん
で
い
る
。

二
〇
〇
三
年
の
一
人
当
た
り
米
消
費
は
七
八
・
五
キ
ロ
で
あ
り
、

ピ
ー
ク
時
（
八
四
年
）
の
九
八
・
〇
キ
ロ
に
比
べ
て
一
九
・
五
キ

ロ
も
減
少
し
て
い
る
。
小
麦
消
費
も
同
様
に
、
ピ
ー
ク
時
（
九
三

年
）
の
八
二
・
五
キ
ロ
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
六
一
・
四
キ
ロ
ま

で
、
二
一
・
一
キ
ロ
も
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
人
口
増

加
率
は
、
八
〇
年
代
の
年
率
一
・
五
％
か
ら
、
九
〇
年
代
の
一
・

〇
％
、
二
〇
〇
〇
〜
〇
五
年
の
〇
・
六
％
へ
と
急
速
に
低
下
し
つ

つ
あ
り
、
人
口
増
加
に
と
も
な
う
食
料
消
費
の
伸
び
は
、
も
は
や

大
き
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
現
在
の
中
国
で
は
、
主
食
の
米
麦

に
つ
い
て
は
、
不
足
よ
り
も
需
要
の
減
退
に
よ
る
過
剰
の
発
生
を

心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
一
人
当
た
り
消
費
の
伸
び
が
続
く
、
畜
産
物
や
油

脂
を
め
ぐ
る
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
図
１
は
、
三
大
穀
物
の

生
産
動
向
を
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
米
（
モ
ミ
）
の
生
産
量
が
一

九
九
七
年
の
二
億
七
四
万
ト
ン
、
小
麦
が
同
じ
年
の
一
億
二
三
二

九
万
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
生
産
量
は
二
〇
〇
五
年
の
一
億
三
九
三
七
万
ト
ン
ま

で
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
大
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
食
で
あ
る

米
麦
が
需
要
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
飼
料
穀
物
で

あ
り
、
近
年
で
は
バ
イ
オ
燃
料
エ
タ
ノ
ー
ル
原
料
と
し
て
の
用
途

も
伸
び
て
い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
要
が
、
な
お
増
大
傾
向
に
あ

中
国
農
業
の
現
状
と
農
業
政
策
の
動
き

明
治
大
学
農
学
部
助
教
授

池
上

彰
英

農村と都市をむすぶ２００７．２
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表１ １人当たり食料消費動向

資料：FAO、FAOSTAT、台湾は行政院農業委員会編『糧食供需年報２００４』。
注．中国は香港、マカオ、台湾を含む数字。

図１ 三大穀物の生産量

資料：『中国農村統計年鑑』２００６年版。
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る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

量
も
前
年
比
で
三
％
以
上
伸
び
、
史
上
最
高
を
更
新
し
た
模
様
で

あ
る
。

図
２
は
、
一
九
八
五
年
以
降
の
大
豆
、
そ
の
他
油
糧
種
子
（
主

に
落
花
生
と
ナ
タ
ネ
）、食
肉
、
ミ
ル
ク
お
よ
び
果
物
の
生
産
動
向

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
農
産
物
も
大
き
く
生
産
を
伸

ば
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
九
〇
年
代
半
ば
以
降
の
大
豆
の
生

産
は
ほ
と
ん
ど
停
滞
し
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
そ
の
他
油

糧
種
子
の
生
産
も
ほ
と
ん
ど
停
滞
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
中
国
の

植
物
油
の
消
費
量
は
大
幅
に
増
大
し
て
お
り
、
国
内
供
給
の
不
足

を
補
っ
た
の
は
大
豆
と
食
用
植
物
油
（
主
と
し
て
パ
ー
ム
油
と
大

豆
油
）
の
増
大
す
る
輸
入
で
あ
っ
た
（
表
２
参
照
）。伝
統
的
な
大

豆
輸
出
国
で
あ
っ
た
中
国
は
、
い
ま
や
世
界
最
大
の
大
豆
輸
入
国

で
あ
り
、
植
物
油
に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
四
年
に
は
大
豆
油
と
パ

ー
ム
油
の
輸
入
量
が
世
界
一
位
、
ナ
タ
ネ
油
の
輸
入
量
が
世
界
二

位
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
国
内
需
要
が
伸
び
て
い
る
農
産
物
の
う
ち
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
や
野
菜
、
果
物
、
食
肉
の
よ
う
に
ほ
ぼ
自
給
を
維
持
で

き
て
い
る
品
目
と
、
大
豆
や
植
物
油
、
砂
糖
の
よ
う
に
じ
わ
じ
わ

と
輸
入
依
存
を
強
め
つ
つ
あ
る
品
目
と
の
違
い
は
、
輸
入
品
に
対

す
る
価
格
競
争
力
が
あ
る
か
無
い
か
に
尽
き
る
。
一
般
に
、
中
国

は
土
地
集
約
型
の
農
業
に
競
争
力
が
無
く
、
労
働
集
約
型
の
農
業

に
競
争
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

図２ 主要農産物の生産量
万トン

資料：『中国農村統計年鑑』各年版。
注．食肉の１９９５年までと９６年以降は連続性がない。
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も
小
麦
も
中
国
の
国
内
価
格
は
国
際
指
標
価
格
よ
り
高
い
の
で
あ

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
差
は
さ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、
輸
出
国
（
米
国
な
ど
）
か
ら
中
国
ま
で
の
海
上
運
賃

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
国
産
品
の
方
が
輸
入
品
よ
り
は
る
か
に
安

く
な
る
。
米
に
つ
い
て
も
、
タ
イ
米
と
の
間
に
同
様
な
関
係
が
見

ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
豆
や
植
物
油
、
砂
糖
な
ど
の
場
合
、
中
国
の
生

産
コ
ス
ト
が
輸
出
国
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
高
い
た
め
に
、
海
上

運
賃
や
関
税
な
ど
を
加
え
た
輸
入
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価
格
と
比
較
し
て
も
、

国
産
品
に
競
争
力
が
な
い
。
そ
の
た
め
、
潜
在
的
な
増
産
余
力
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
具
現
化
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
農
産
物
の
輸
入
増
大
に
は
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
の
Ｗ

Ｔ
Ｏ
加
盟
に
前
後
す
る
、
国
内
農
産
物
市
場
の
開
放
も
関
係
し
て

い
る
。
と
く
に
、
二
〇
〇
二
年
以
降
の
植
物
油
の
輸
入
増
大
は
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
と
も
な
う
関
税
割
当
制
へ
の
移
行
（
二
〇
〇
六
年

よ
り
関
税
化
）
が
深
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
労
働
集
約
的
な
農
産
物
で
あ
る
野
菜
や
果

物
、
食
肉
な
ど
は
、
品
質
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
コ
ス
ト
的
に

は
中
国
が
競
争
力
を
有
す
る
分
野
で
あ
る
。
野
菜
や
果
物
は
Ｗ
Ｔ

Ｏ
加
盟
後
も
輸
入
は
ほ
と
ん
ど
増
え
て
お
ら
ず
、
輸
出
の
み
大
幅

な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
食
肉
に
つ
い
て
は
、
一
貫
し
て

輸
出
額
の
方
が
大
き
い
と
は
い
え
、
近
年
輸
入
も
伸
び
て
い
る
の

で
注
意
を
要
す
る
。

表２ 主要農産物の貿易動向

資料：『中国農産品貿易発展報告』２００６年版、農業部ホームページ。
注１）２００６年の数字は１－１１月。
２）１９９５～２００５年の果物は木の実を含むが、２００６年は含まない。
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２
、「
三
農
問
題
」
と
は
何
か

中
国
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
胡
錦
濤
と
温
家
宝
が
党
と
政
府
の

権
力
を
掌
握
し
て
以
来
、「
三
農
問
題
」
に
対
す
る
関
心
が
強
ま
っ

て
い
る
。「
三
農
問
題
」
と
は
「
農
業
、
農
村
、
農
民
問
題
」
の
こ

と
で
あ
る
が
、
現
在
の
中
国
に
お
い
て
、
農
業
、
農
村
、
農
民
に

関
す
る
何
が
問
題
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

新
政
権
の
農
業
政
策
立
案
の
実
質
的
な
責
任
者
で
あ
る
陳
錫
文

（
党
中
央
農
村
工
作
領
導
小
組
弁
公
室
主
任
）
は
、
三
農
問
題
に

つ
い
て
、「
農
業
問
題
」は
農
業
の
規
模
拡
大
や
効
率
化
の
問
題（
日

本
流
に
い
う
な
ら
ば
「
農
業
の
構
造
問
題
」）、「
農
村
問
題
」
は
農

村
の
社
会
管
理
体
制
お
よ
び
教
育
・
医
療
な
ど
農
村
社
会
事
業
の

問
題
、「
農
民
問
題
」
は
農
民
の
就
業
と
所
得
の
問
題
だ
と
述
べ
て

い
る
。
陳
錫
文
に
よ
れ
ば
、
農
村
と
都
市
の
社
会
資
本
整
備
に
隔

絶
し
た
差
が
あ
る
こ
と
が
「
農
村
問
題
」
の
焦
点
で
あ
り
、
農
民

と
都
市
住
民
と
の
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
「
農
民
問

題
」
の
焦
点
で
あ
る
。「
農
業
問
題
」
は
農
産
物
供
給
不
足
の
問
題

と
し
て
で
は
な
く
、
農
業
所
得
の
低
迷
を
も
た
ら
す
農
業
の
構
造

問
題
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
あ
え
て
一
言
で
整
理
す

る
な
ら
ば
、「
三
農
問
題
」
は
農
村
と
都
市
の
格
差
問
題
の
こ
と
だ

と
い
え
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
格
差
は
、
所
得
格
差
の
み
な
ら

ず
、
教
育
・
医
療
な
ど
の
社
会
資
本
格
差
、
さ
ら
に
は
政
治
的
・

社
会
的
な
権
利
格
差
を
も
含
む
、
き
わ
め
て
広
範
な
概
念
で
あ
る

こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
３
は
、
改
革
・
開
放
後
の
農
家
と
都
市
世
帯
と
の
所
得
格
差

の
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
現

在
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
こ
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
五
年
の
都
市
世
帯
一
人
当
た

り
所
得
は
、
農
家
一
人
当
た
り
所
得
の
三
・
二
二
倍
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
こ
の
数
字
に
は
、
農
村
と
都
市
の
医
療
や
教
育
、
文
化

な
ど
社
会
資
本
の
き
わ
め
て
大
き
な
格
差
や
、
医
療
保
険
や
年
金

な
ど
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
格
差
（
正
し
く
は
差
別
と
い
う
べ

き
か
）
の
状
況
は
、
い
さ
さ
か
も
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に

い
う
な
ら
ば
、
中
国
の
農
民
は
都
市
住
民
と
対
等
な
政
治
的
権
利

を
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
選
挙
法
」
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
農
村
地

域
の
議
員
（「
人
民
代
表
大
会
代
表
」）
定
数
一
人
当
た
り
の
人
口

は
、
都
市
の
四
倍
に
す
べ
き
だ
と
さ
れ
る
。

社
会
的
・
政
治
的
な
格
差
の
問
題
は
さ
し
あ
た
り
措
い
て
、
一

九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
の
農
民
と
都
市
住
民
と
の
所
得
格
差
の
拡

大
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
考
え
て
み
た
い
。
図
４
は
、
都
市
世
帯

お
よ
び
農
家
の
一
人
当
た
り
実
質
所
得
を
、
一
九
八
五
年
を
一
〇

〇
と
す
る
指
数
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
農
家
所
得
に
つ
い
て

は
、
総
所
得
の
ほ
か
に
、
農
業
所
得
（
農
業
賃
金
所
得
は
含
ま
な

い
が
、
こ
の
金
額
は
無
視
し
う
る
ほ
ど
小
さ
い
）
と
農
業
以
外
の

所
得
（
賃
金
所
得
、
非
農
業
自
営
所
得
、
移
転
所
得
、
財
産
所
得

の
合
計
）
に
つ
い
て
も
推
移
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
農
家
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図３ 農家と都市世帯との所得格差

資料：『中国統計年鑑』各年版。
注．農家１人当たり所得を１とするときの都市世帯１人当たり可処分所得。

図４ 実質所得指数の動向（１９８５年＝１００）

資料：『中国統計年鑑』、『中国農村住戸調査年鑑』各年版。
注．名目所得を消費者物価指数でデフレートして求めた。
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と
都
市
世
帯
の
所
得
の
伸
び
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
と
い
っ
て

も
、
農
家
所
得
の
う
ち
伸
び
が
小
さ
い
の
は
農
業
か
ら
の
所
得
で

あ
っ
て
、そ
の
他
の
所
得（
近
年
で
は
賃
金
所
得
の
割
合
が
高
い
）

に
限
れ
ば
、
そ
の
伸
び
は
都
市
世
帯
の
所
得
の
伸
び
に
遜
色
な

い
。
ち
な
み
に
、
一
九
八
五
〜
二
〇
〇
五
年
に
お
け
る
年
平
均
の

実
質
所
得
の
伸
び
は
、
都
市
世
帯
七
・
二
％
、
農
家
総
所
得
四
・

三
％
、
農
家
農
業
所
得
二
・
三
％
、
農
家
そ
の
他
所
得
六
・
九
％

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
全
国
の
平
均
的
な
姿
と

し
て
は
、
都
市
世
帯
の
み
な
ら
ず
農
家
も
、
工
業
化
の
利
益
に
均

霑
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

裏
返
し
て
い
う
と
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
の
農
家
と
都
市

世
帯
と
の
所
得
格
差
の
拡
大
は
、
も
っ
ぱ
ら
農
業
所
得
の
伸
び
悩

み
に
原
因
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
は
、
改
革
・
開
放
初
期
に
お

け
る
所
得
格
差
の
縮
小
が
、
も
っ
ぱ
ら
農
業
所
得
の
伸
び
に
牽
引

さ
れ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
食
料
消
費
が
飽
和
段
階
に
近
づ

き
、
国
全
体
と
し
て
の
農
業
生
産
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
な
か
で
、

農
家
人
口
が
減
ら
な
け
れ
ば
、
農
家
一
人
当
た
り
農
業
所
得
が
増

え
な
い
の
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
農
家
と
都
市

世
帯
と
の
所
得
格
差
の
拡
大
（
農
家
の
相
対
的
貧
困
化
）
は
、
農

村
人
口
が
多
く
、
農
業
の
輸
出
競
争
力
の
弱
い
（
新
大
陸
農
業
の

よ
う
に
輸
出
を
余
剰
の
は
け
口
に
で
き
な
い
）
ア
ジ
ア
諸
国
が
、

食
料
問
題
（
食
料
不
足
問
題
）
の
解
消
後
に
直
面
す
る
共
通
の
難

題
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

３
、
国
内
農
業
政
策
の
動
き

一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
農
家
と
都
市
世
帯
と
の
所
得
格
差

が
じ
わ
じ
わ
と
拡
大
す
る
な
か
で
、
農
家
所
得
の
向
上
と
都
市
世

帯
と
の
所
得
格
差
の
縮
小
は
、
中
国
農
業
政
策
の
一
貫
し
た
モ
チ

ー
フ
で
あ
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
一
時
期
、
中
国
政

府
は
こ
れ
を
穀
物
な
ど
の
政
府
買
付
価
格
の
大
幅
な
引
き
上
げ
に

よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
、
実
際
に
九
四
〜
九
七
年
に
は
所
得
格

差
が
一
定
の
縮
小
を
見
せ
た
（
前
掲
図
３
参
照
）。し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
新
た
な
二
つ
の
問
題
を
か
か
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
つ
は
、
深
刻
な
穀
物
過
剰
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

穀
物
な
ど
主
要
農
産
物
の
国
内
価
格
と
国
際
価
格
と
の
逆
転
で
あ

る
。
後
者
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
目
前
に
控
え
る
中
国
に
と
っ
て
、

国
内
農
産
物
市
場
の
開
放
に
と
も
な
う
大
量
の
輸
入
発
生
を
予
期

さ
せ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
中
国
の
穀
物
価
格
支
持
政
策
は
長
く
は
続
か
ず
、

一
九
九
九
年
以
降
買
付
価
格
は
引
き
下
げ
に
転
じ
た
。
さ
ら
に
、

二
〇
〇
一
年
の
沿
海
五
省
三
直
轄
市
を
皮
切
り
に
、
二
〇
〇
四
年

ま
で
に
全
国
す
べ
て
の
地
区
で
穀
物
買
付
が
自
由
化
さ
れ
、
穀
物

流
通
の
市
場
化
改
革
が
完
了
し
た
（
た
だ
し
政
府
の
備
蓄
制
度
と

最
低
買
付
価
格
制
度
は
存
在
す
る
）。こ
う
し
た
政
策
転
換
の
結

果
、
二
〇
〇
二
年
頃
に
は
穀
物
の
内
外
価
格
差
は
再
度
ほ
と
ん
ど
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な
く
な
り
、
二
〇
〇
三
年
頃
に
は
穀
物
過
剰
在
庫
の
処
理
も
ほ
ぼ

終
わ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
政
策
転
換
の
結
果
、
一
九
九
八
〜

二
〇
〇
〇
年
の
三
年
連
続
で
全
国
平
均
の
農
業
所
得
は
減
少
し
て

お
り
、
そ
の
後
緩
や
か
な
増
大
に
転
じ
た
も
の
の
、
二
〇
〇
三
年

に
よ
う
や
く
九
八
年
並
み
の
水
準
を
回
復
し
た
に
過
ぎ
な
い
（
前

掲
図
４
参
照
）。九
八
〜
二
〇
〇
三
年
に
か
け
て
、
農
家
と
都
市
世

帯
と
の
所
得
格
差
は
再
び
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
。

農
家
の
所
得
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
何
ら
か
の
措
置
を
と
り
た

い
が
、
食
料
消
費
が
飽
和
状
況
に
あ
る
な
か
で
農
産
物
価
格
を
引

き
上
げ
て
も
容
易
に
過
剰
問
題
を
発
生
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
加
盟
後
は
国
内
農
業
保
護
の
制
限
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
一

九
九
〇
年
代
末
以
降
の
中
国
農
政
は
、
農
産
物
価
格
支
持
政
策
に

頼
ら
ず
に
農
家
の
所
得
を
引
き
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
模
索
す
る
過
程
に
あ
り
、
そ
れ
が
新
し
い
政
策
体
系
と
し
て
整

備
さ
れ
る
の
は
、
概
ね
一
六
回
党
大
会
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）

後
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

新
し
い
政
策
体
系
の
根
底
に
は
、
二
〇
〇
二
年
一
月
の
中
央
農

村
工
作
会
議
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た「
多
く
与
え
、少
な
く
取
り
、

制
限
を
緩
め
て
活
性
化
す
る
」（「
多
予
、
少
取
、
放
活
」）
と
い
う

考
え
方
が
あ
る
。
こ
こ
で
、「
多
く
与
え
（
る
）」
と
い
う
の
は
農

業
に
対
す
る
財
政
支
出
の
増
大
を
表
し
て
お
り
、「
少
な
く
取
り

（
る
）」
は
農
民
負
担
の
軽
減
、「
制
限
を
緩
め
て
活
性
化
す
る
」

は
規
制
緩
和
に
よ
る
農
村
経
済
の
活
性
化
や
、
労
働
、
土
地
な
ど

生
産
要
素
の
流
動
化
促
進
を
意
味
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、「
少
な
く
取
る
」
政
策
の
中
心
は
、
一
九
九
〇
年
代

末
に
試
験
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
ま
で
に
全
国
に
普
及
し
た

「
税
費
改
革
」（
農
民
負
担
を
農
業
税
に
一
本
化
す
る
こ
と
を
通
じ

て
農
民
負
担
を
軽
減
す
る
政
策
）
お
よ
び
二
〇
〇
四
年
に
一
部
の

省
で
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
全
国
に
普
及
し
た
農
業
税

の
廃
止
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
改
革
の
結
果
、
全
国
で
約
一
二

〇
〇
億
元
（
一
元
は
約
一
五
円
）
の
農
民
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
。

「
多
く
与
え
る
」
政
策
の
中
心
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
本
格
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
農
家
に
対
す
る
「
三
つ
の
補
助
金
」、す
な
わ

ち
�
穀
物
生
産
農
家
に
対
す
る
直
接
支
払
い
、
�
穀
物
優
良
品
種

作
付
け
に
対
す
る
補
助
金
、
�
農
業
機
械
購
入
補
助
金
で
あ
る

が
、
原
油
価
格
の
高
騰
を
受
け
て
二
〇
〇
六
年
よ
り
新
た
に
�
農

業
生
産
資
材
の
価
格
上
昇
分
に
対
す
る
直
接
支
払
い
が
導
入
さ
れ

た
。
二
〇
〇
六
年
の
中
央
政
府
の
こ
れ
ら
四
つ
の
補
助
金
支
出
の

合
計
額
は
三
一
五
億
元
に
達
し
た
。
上
述
の
負
担
軽
減
分
と
合
わ

せ
る
と
、
農
家
の
可
処
分
所
得
が
一
五
〇
〇
億
元
以
上
増
え
た
こ

と
に
等
し
く
、
農
民
一
人
当
た
り
に
直
し
て
も
約
二
〇
〇
元
と
い

う
少
な
く
な
い
金
額
に
な
る
（
二
〇
〇
五
年
の
農
家
一
人
当
た
り

所
得
は
三
二
五
五
元
）。一
六
回
党
大
会
以
降
、
農
村
地
域
に
お
け

る
イ
ン
フ
ラ
投
資
や
、
義
務
教
育
支
出
、
農
民
の
社
会
保
障
に
関

す
る
支
出
な
ど
も
急
速
に
増
額
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
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「
制
限
を
緩
め
て
活
性
化
す
る
」
方
針
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

領
域
は
、
農
業
経
営
、
農
産
物
の
流
通
・
加
工
、
農
村
金
融
、
労

働
移
動
な
ど
幅
広
い
。
こ
の
う
ち
、
労
働
移
動
に
関
し
て
は
、
郷

鎮
企
業
の
発
展
や
小
城
鎮（
小
都
市
）建
設
を
奨
励
す
る
こ
と
で
、

農
村
地
域
に
お
け
る
非
農
業
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
と
と
も

に
、
戸
籍
制
度
（
国
民
を
農
村
戸
籍
と
都
市
戸
籍
に
分
け
、
都
市

戸
籍
の
所
有
者
を
優
遇
す
る
一
種
の
身
分
制
度
）
改
革
を
含
む
、

都
市
へ
の
人
口
流
入
規
制
の
緩
和
に
努
め
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
の
中
国
の
農
業
政
策
は
、
一
方

で
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
活
用
を
図
り
つ
つ
も
、
農
村
と
都
市
と
の

経
済
格
差
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
財
政
を
通
じ
た
資
源
配
分
の
適

正
化
や
所
得
再
分
配
の
強
化
を
進
め
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、

中
国
政
府
が
模
索
の
末
に
た
ど
り
つ
い
た
、
農
産
物
価
格
支
持
政

策
に
頼
ら
な
い
農
業
農
民
保
護
政
策
の
体
系
で
あ
る
。

４
、
農
業
の
国
際
戦
略

表
３
は
、
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
五
年
の
農
産
物
輸
出
入
額
と
各

年
の
農
業
粗
生
産
額
に
対
す
る
割
合
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
農
業
粗
生
産
額
に
対
す
る
輸
出
額
の
割
合
は
、
各
年

と
も
ほ
ぼ
四
〜
五
％
程
度
で
比
較
的
安
定
し
て
い
る
が
、
輸
入
額

に
つ
い
て
は
、
こ
の
割
合
が
急
速
に
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。
こ

の
結
果
、
中
国
は
二
〇
〇
三
年
以
降
、
農
産
物
の
純
輸
入
国
に
転

落
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
農
業
粗
生
産
額

表３ 農産物の輸出入額と農業粗生産額に対する割合

資料：『中国農業発展報告』、『中国農村統計年鑑』、『中国統計年鑑』各年版。
注１）貿易額は、WTO農業協定の定義する農産物に関する数字。
２）人民元と米ドルの換算レートは、１９９８～２００４年８．２８：１、２００５年８．１９：１。
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に
対
す
る
農
産
物
輸
入
額
の
割
合
は
近
年
で
も
六
〜
七
％
程
度
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
も
純
輸
入
額
の
多
い
農
産
物
に
は
棉
花
や
獣

皮
、
羊
毛
な
ど
非
食
用
農
産
物
も
含
む
か
ら
、
現
在
た
だ
ち
に
食

料
安
全
保
障
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
状
況
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
大
豆
や
植
物
油
の
輸
入
依
存
度
は
高
い
が
、
主

食
用
の
穀
物
が
過
剰
基
調
に
あ
る
こ
と
は
、
上
述
し
た
通
り
で
あ

る
。中

国
政
府
は
、
食
料
安
全
保
障
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
食
料
の
自
給
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
い

う
印
象
は
受
け
な
い
。
食
料
の
国
内
生
産
力
の
維
持
・
強
化
に
つ

と
め
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
自
給
が
困
難
な
農
産
物
に
つ
い
て

は
輸
入
先
を
多
元
化
し
、
安
定
的
な
輸
入
を
確
保
で
き
れ
ば
、
そ

れ
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
の
が
中
国
政
府
の
考
え
方
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
係
し
て
、
農
業
省
が
二
〇
〇
六
年
八
月
に
発
表
し
た

農
業
・
農
村
経
済
の
一
一
期
五
か
年
計
画
（
二
〇
〇
六－

二
〇
一

〇
年
）
に
は
、
国
営
農
場
や
農
業
関
連
企
業
が
国
外
で
農
業
資
源

の
開
発
（
開
発
輸
入
と
解
釈
で
き
る
）
を
行
う
こ
と
を
奨
励
す
る

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
す
で
に
、
ラ
オ
ス
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
中

国
資
本
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
生
ゴ
ム
な
ど
の

開
発
輸
入
が
進
ん
で
い
る
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

お
け
る
中
国
資
本
の
活
躍
は
、
し
ば
し
ば
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
計
画
に
は
、

国
内
農
業
に
対
す
る
外
国
か
ら
の
投
資
や
外
国
技
術
の
導
入
を
歓

迎
す
る
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
日
本
や
台
湾
の
企
業
に
よ
る
野
菜

や
加
工
食
品
の
開
発
輸
入
な
ど
は
大
い
に
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

中
国
政
府
は
農
産
物
の
輸
出
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
商
務
省

は
二
〇
〇
六
年
八
月
に
中
国
で
初
め
て
の
農
産
物
輸
出
五
か
年
計

画
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
五
か
年
計
画
に
よ
れ
ば
、
輸
出
促
進

の
重
点
は
水
産
物
、
野
菜
、
果
物
、
畜
産
物
な
ど
の
労
働
集
約
的

な
農
産
物
に
置
か
れ
て
お
り
、
リ
ス
ク
分
散
の
た
め
に
輸
出
先
を

多
元
化
す
べ
き
こ
と
な
ど
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

総
じ
て
い
う
な
ら
ば
、
中
国
政
府
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
経
済

化
の
進
展
を
前
向
き
に
受
け
止
め
て
お
り
、
農
業
も
そ
の
例
外
だ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
自
国
の
土
地
集
約
的
な
農
業
部
門
に
競
争

力
が
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
部
門
を
守

る
た
め
に
は
、
農
村
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
増
や
し
、
農
業

生
産
の
機
械
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
労
働
生
産
性
を
高
め
る
と
同

時
に
、
加
工
・
流
通
資
本
に
よ
る
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
奨
励

す
る
こ
と
で
、
品
質
を
高
め
流
通
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
て
い
く
し

か
な
い
と
考
え
て
い
る
。
国
内
農
業
に
と
っ
て
は
厳
し
い
道
の
り

で
あ
る
が
、
わ
が
国
な
ど
よ
り
は
る
か
に
貿
易
依
存
度
が
高
く
、

国
際
的
な
自
由
貿
易
体
制
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
享
受
し
て
い
る

中
国
に
と
っ
て
、
ほ
か
に
選
ぶ
道
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
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特
別
寄
稿

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
行
方
を
め
ぐ
っ
て

以
下
に
掲
載
す
る
の
は
、
去
る
一
月
一
二
日
に
開
催
さ
れ
た
農
林
行
政
を
考
え
る
会
の
学
習
会
で
の
塩
飽
二
郎
氏

の
報
告
概
要
で
あ
る
。

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
六
年
七
月
に
中
断
が
宣
言
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙

で
民
主
党
が
勝
利
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
ま
ま
流
産
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
有
力
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
日
本
政
府
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
始
め
と
す
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
に
向
け
た
取
り
組
み
を

強
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
農
業
団
体
や
地
方
議
会
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
通
じ
た
重
要
品
目
の
関
税
撤
廃
が
も
た
ら
す
影
響
の

大
き
さ
に
危
機
感
を
募
ら
せ
、
重
要
品
目
の
除
外
に
向
け
た
運
動
を
強
め
て
い
る
。

本
号
の
特
集
は
も
と
も
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
中
断
と
い
う
事
態
を
基
調
と
し
て
編
集
さ
れ
、
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
存
在
感
を
増
し
た
開
発
途
上
国
の
農
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

塩
飽
報
告
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
後
か
ら
水
面
下
で
の
動
き
も
含
め
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
再
開
・

進
展
を
め
ぐ
っ
て
は
活
発
な
取
り
組
み
が
み
ら
れ
、
一
挙
に
妥
結
に
向
け
た
流
動
的
な
状
況
が
生
ま
れ
る
可
能
性
も

完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
緊
迫
し
た
局
面
を
迎
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
鍵
を
握
る
の
は
や
は
り
ア

メ
リ
カ
の
態
度
で
あ
り
、
大
統
領
の
通
商
交
渉
権
限
（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）
・
二
〇
〇
七
年
農
業
法
案
・
ア
メ
リ
カ
農
業
支
持

制
度
の
対
Ｗ
Ｔ
Ｏ
脆
弱
性
の
三
点
の
帰
趨
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
本
号
は
当
初
の
特
集
に
加
え
て
、
塩
飽
報
告
を
い
ち
早
く
併
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交

渉
を
め
ぐ
る
複
雑
な
全
体
像
の
一
端
を
読
者
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
塩
飽
二
郎
氏
は
元
農

林
水
産
省
審
議
官
と
し
て
ガ
ッ
ト
Ｕ
Ｒ
農
業
交
渉
の
責
任
者
を
務
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い

（
編
集
長
・
谷
口
信
和
）。
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「
米
議
会
選
挙
後
の
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
と
農
業
法
案
に
つ
い
て
」、こ
れ
は
去
年
の
一
一
月
二
三
日
の
も
の
で

や
や
古
い
ん
で
す
が
、「
ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
再
立
ち
上

げ
の
機
は
熟
し
た
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
事
務
局
長
のL
am
ｙ

は
考
え
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
動
き
は
、
果
た
し
てL

am

ｙ

の
こ
の
よ
う
な
判
断
に
追
随
し
て
い
く
の
か
、
な
お
事
態
の
推
移
を
見
な
け
れ
ば
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
」。こ
れ
は
現
時
点
で
も
そ
う
で
す
。
イ
ラ
ク
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
選
挙
の
結
果
、
民
主
党
が
多
数
を
占
め

た
こ
と
に
よ
っ
て
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
あ
と
２
年
の
政
権
運
営
が
も
の
す
ご
く
難
し
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

「
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
及
び
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
二
〇
〇
七
年
農
業
法
の
行
方
に
対
し
て
、
新
議
会
が
ど

の
よ
う
な
対
応
を
示
す
の
か
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
」。

一
と
し
て
、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
は
、
主
要
国
間
の
農
業
を
め
ぐ
る
対
立
が
解
消
で
き
な
か
っ
た
た

め
に
、本
年
七
月
以
降
サ
ス
ペ
ン
ド
さ
れ
た
ま
ま
に
推
移
し
」、こ
れ
も
わ
か
ら
な
い
概
念
で
す
が
、要
す
る
に
中
断
、

あ
る
い
は
英
語
に
よ
っ
て
は
�b

reak
d
ow
n

�
と
書
い
て
あ
る
の
も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
「
死
ん
だ
」
と
い
っ
て
い

る
人
も
い
る
。

そ
の
後
い
ろ
い
ろ
ト
ラ
イ
し
ま
し
た
。
例
え
ば
Ｇ
―
２０
の
閣
僚
が
南
米
の
ど
こ
か
に
集
ま
っ
て
宣
言
を
し
て
「
早

く
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
り
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
首
脳
が
似
た
よ
う
な
宣
言
を
出
す
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
し
た
け
れ
ど
も
、
一
向
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
か
け
声
は
あ
る
け
れ
ど
も
中
身
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

そ
れ
か
ら
二
に
書
い
て
い
ま
す
が
、「
対
立
の
基
本
は
、
特
に
Ｅ
Ｕ
、
Ｇ
―
２０
、
途
上
国
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
米
国

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
と
ア
メ
リ
カ
農
業
法
案
の
行
方
に
関
す
る
一
つ
の
見
方

�
日
本
食
肉
生
産
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
理
事
長

塩
飽
二
郎
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の
国
内
農
業
支
持
に
つ
い
て
の
一
層
の
削
減
オ
フ
ァ
ー
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
米
国
は
Ｅ
Ｕ
及
び
先
進
、
途

上
国
な
ど
の
一
層
の
農
業
・
工
業
の
市
場
ア
ク
セ
ス
改
善
オ
フ
ァ
ー
の
提
示
が
前
提
条
件
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
し

て
い
る
」。

対
立
の
基
本
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
つ
は
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
の
国
内
農
業
支
持
の
減
ら
し
方
が
少

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
Ｅ
Ｕ
も
Ｇ
―
２０
も
途
上
国
グ
ル
ー
プ
も
い
う
し
、
日
本
も
現
に
き
の
う
松
岡
農
林
大
臣
は

S
ch
w
ab

さ
ん
に
会
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
は
も
っ
と
国
内
農
業
支
持
を
下
げ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
国
内
農
業
支
持
」と
い
っ
た
場
合
に
非
常
に
わ
か
り
に
く
い
の
は
、三
つ
の
構
成
要
素
が
あ
る
わ
け
で
す
。緑
は
い

い
が
緑
以
外
に
黄
色
、
Ａ
Ｍ
Ｓ
と
い
う
物
差
し
で
は
か
る
黄
色
、
そ
れ
か
ら
同
じ
黄
色
だ
が
額
が
小
さ
い
か
ら
勘
弁

し
ま
す
と
い
っ
て
い
る
デ
ィ
ミ
ニ
マ
ス
、
そ
れ
か
ら
三
番
目
が
、
例
の
ブ
ル
ー
で
す
。
ブ
ル
ー
は
、
ご
存
じ
の
よ
う

に
本
来
は
黄
色
だ
け
れ
ど
も
生
産
調
整
が
あ
る
か
ら
勘
弁
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
青
と
い
う
中
間
扱
い
に
し
て
い
た

け
れ
ど
も
、
ど
う
も
こ
の
三
つ
は
本
来
黄
色
だ
か
ら
、
そ
れ
を
合
算
し
た
も
の
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
黄
色
だ
け
減
ら

し
た
の
で
は
だ
め
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
今
度
の
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
出
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
に
向
か
っ
て
い
っ
て
い
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
は
黄
色
は
思
い
切
っ
て
減
ら
し
ま
す
と
い
っ
て

い
る
ん
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
問
題
は
、
青
と
デ
ィ
ミ
ニ
マ
ス
に
逃
げ
込
も
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
黄
色
を
減

ら
す
分
を
そ
っ
ち
で
稼
ご
う
と
。
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
黄
色
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
の
減
ら
し
方
は
非
常
に
少
な

い
と
み
ん
な
不
満
を
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
一
つ
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
の
議
会
が
納
得
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
鍵
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
市
場
ア
ク
セ
ス
の
方
で
す
。
こ
れ
は
攻
撃
を
さ
れ
る
側
、
Ｅ
Ｕ
な
り
日
本
を
含
む
Ｇ
―
１０
と
い
う

輸
入
に
依
存
し
て
い
る
国
は
、
市
場
ア
ク
セ
ス
を
も
っ
と
改
善
す
べ
き
と
い
う
ん
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
途
上
国
、

特
に
ブ
ラ
ジ
ル
だ
と
か
イ
ン
ド
み
た
い
な
国
は
、
農
業
な
り
工
業
な
り
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
ア
ク
セ
ス
改

善
の
仕
方
が
少
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
こ
れ
の
堂
々
め
ぐ
り
で
す
ね
。

ア
メ
リ
カ
の
言
い
分
は
、
お
ま
え
た
ち
が
ア
ク
セ
ス
の
や
り
方
が
少
な
い
か
ら
、
俺
は
や
ろ
う
と
し
て
も
国
内
農
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業
補
助
金
は
減
ら
せ
ら
れ
な
い
ん
だ
と
。
Ｅ
Ｕ
や
何
か
は
、
ア
メ
リ
カ
の
減
ら
し
方
が
少
な
い
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア

ク
セ
ス
へ
の
頑
張
り
よ
う
が
な
い
ん
で
す
と
、
せ
ん
じ
詰
め
れ
ば
こ
こ
の
堂
々
め
ぐ
り
な
ん
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
次
に
「
通
商
交
渉
権
限
」、こ
れ
が
問
題
で
す
。
手
続
き
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
サ
ブ
ス
タ
ン
ス
に
影
響
し

て
く
る
意
味
で
大
事
で
す
。

「
そ
の
よ
う
な
実
質
面
の
対
立
に
加
え
て
、
こ
こ
に
来
て
特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
米
国
大
統
領
の
交
渉

権
限
（T

rad
e
P
rom
otion

A
u
th
ority

・
T
P
A

）」、昔
は
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ト
ラ
ッ
ク
と
い
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

名
前
が
変
わ
っ
て
Ｔ
Ｐ
Ａ
と
い
っ
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
が
、
こ
と
し
の
六
月
三
〇
日
ま
で
で
期
限
が
切
れ
る
。
し
か

も
、
こ
の
手
続
き
が
生
き
て
い
る
間
に
出
す
に
し
て
も
、
六
月
三
〇
日
に
な
っ
て
議
会
に
「
お
そ
れ
な
が
ら
こ
れ
を

審
議
し
て
く
だ
さ
い
」
と
出
し
た
っ
て
そ
れ
は
だ
め
な
の
で
、
九
〇
日
以
前
に
も
っ
て
こ
い
よ
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
お
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
り
三
月
末
ぐ
ら
い
ま
で
に
議
会
に
示
す
も
の
が
で
き
な
き
ゃ
だ
め
な
ん
で

す
ね
。
し
か
も
、
単
に
で
き
ま
し
た
と
い
う
か
け
声
だ
け
で
は
だ
め
な
ん
で
、
中
身
を
議
会
が
ス
ク
リ
ー
ン
す
る
ん

だ
と
思
う
ん
で
す
。
特
に
、
市
場
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
市
場
や
日
本
の
市
場
な
ど
か
ら
ど
れ
だ
け
取
っ
て
き

た
か
と
い
う
の
を
そ
こ
の
段
階
で
判
断
し
て
、
こ
ん
な
の
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
。
だ
め
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
ら
「
交
渉
権
限
は
延
ば
し
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

こ
れ
は
、
四
に
書
い
て
い
ま
す
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
議
会
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
の
は
本
来
好
き
じ
ゃ
な
い
わ
け

で
す
。
自
分
が
憲
法
上
通
商
権
限
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
か
ら
自
分
の
代
理
者
と
し
て
Ｕ
Ｓ

Ｔ
Ｒ
と
い
う
通
商
代
表
部
、
あ
れ
は
政
府
の
機
関
で
す
。
だ
か
ら
、
あ
す
こ
で
働
い
て
い
る
人
は
国
家
公
務
員
だ
け

れ
ど
も
、
ほ
か
の
各
省
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
わ
け
で
す
ね
。
議
会
の
申
し
子
で
す
。
議
会
の
先
兵
で
す
。
そ
う
い
う

も
の
と
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
つ
く
っ
て
、
国
務
省
や
何
か
が
経
済
交
渉
に
お
い
て
も
外
交
的
な
こ
と
に
配
慮
を
す
る
。

昔
だ
っ
た
ら
、
東
西
が
非
常
に
対
立
し
て
冷
戦
状
態
で
し
た
か
ら
、
西
側
が
結
束
す
る
た
め
に
は
、
余
り
Ｅ
Ｕ
や
日

本
を
攻
め
込
む
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
経
済
交
渉
で
も
切
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
の
に
手
ぬ
る
か

っ
た
。
そ
の
不
満
が
議
会
を
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
な
る
も
の
を
つ
く
ら
せ
た
経
緯
が
あ
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
議
会
は
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
通
じ
て
、
自
分
が
交
渉
権
限
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
と
お
り
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実
行
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
絶
え
ず
ウ
オ
ッ
チ
す
る
と
い
う
か
疑
心
暗
鬼
で
お
る
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
で
、
彼
ら
の
方
が
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
五
年
も
た
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
さ
っ
ぱ
り
だ
な
と

い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
も
う
そ
ん
な
と
こ
ろ
は
当
て
に
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
と
。
で
す
か
ら
、
昨
年
の

中
間
選
挙
前
の
議
会
の
構
成
で
も
、
六
月
三
〇
日
に
権
限
が
切
れ
る
の
を
延
ば
す
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
よ
と
い
う

意
識
が
非
常
に
強
い
。
そ
こ
へ
も
っ
て
き
て
中
間
選
挙
で
民
主
党
が
勝
ち
ま
し
た
の
で
、
な
お
さ
ら
難
し
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

民
主
党
は
共
和
党
に
比
べ
てless

free
trad
e
orien

ted

（
貿
易
に
つ
い
て
冷
た
い
）
と
一
般
に
考
え
ら
れ

て
お
り
、
延
長
を
認
め
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
に
立
法
上
の
勝
利
を
手
渡
す
こ
と
に
対
し
て
極
め
て
消
極
的
と
見
ら
れ

て
い
る
。
新
た
に
当
選
し
て
き
た
議
員
の
中
に
はan

ti
trad
e

の
政
策
を
訴
え
て
選
挙
戦
を
戦
っ
て
き
た
議
員
が
多

数
い
る
。
こ
れ
ら
の
議
員
が
果
た
し
て
実
際
に
反
貿
易
の
立
場
を
実
行
す
る
の
か
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
新
議
会
が
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
更
新
ま
た
は
延
長
に
賛
成
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
非
常
に
少
な
い
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
今
の
Ｔ
Ｐ
Ａ
は
、
八
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
最
初
の
二
〇
〇
一
年
に
い
ろ
い
ろ
な
代
償
を

払
い
な
が
ら
議
員
さ
ん
を
手
懐
け
て
や
っ
と
通
し
た
Ｔ
Ｐ
Ａ
で
す
。
従
来
の
よ
う
に
超
党
派
で
賛
成
す
る
と
い
う
体

質
で
は
も
う
な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
や
っ
と
Ｔ
Ｐ
Ａ
が
成
立
し
た
。
当
時
で
さ
え
非
常
に
難
し

か
っ
た
の
が
、
今
度
は
な
お
難
し
い
と
い
う
の
が
常
識
的
な
見
方
で
す
。
で
す
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
は
、
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
が
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
六
ヵ
月
延
長
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
合
意
の
青
写
真
を
策
定
す
る
作
業
を

L
am
y

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
も
と
に
行
う
と
い
う
観
測
が
流
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
青
写
真

が
つ
く
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
Ｅ
Ｕ
、
日
本
及
び
主
要
な
途
上
国
な
ど
に
よ
る
市
場
ア
ク
セ
ス
の
一
層
の
改
善
に
つ
い

て
信
頼
で
き
る
よ
う
な
内
容
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
、新
議
会
が
延
長
に
賛
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
見
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
加
え
て
、
民
主
党
は
前
か
ら
貿
易
の
問
題
と
い
っ
た
っ
て
経
済
だ
け
で
は
だ
め
だ
。
労
働
に
つ
い
て
ど
う

規
定
し
て
い
る
の
か
、
環
境
に
つ
い
て
ど
う
規
定
し
て
い
る
の
か
が
セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る

わ
け
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
が
最
近
結
ぶ
二
国
間
協
定
は
、
大
体
み
ん
な
こ
の
条
項
が
入
っ
て
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
か
つ
て
シ
ア
ト
ル
で
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
れ
は
労
働
や
環
境
に
つ
い
て
、
ク
リ
ン
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ト
ン
さ
ん
が
こ
う
い
う
も
の
に
つ
い
て
や
や
甘
い
態
度
を
と
っ
た
の
に
つ
け
込
ま
れ
て
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
わ
け
で
す

ね
。
だ
け
れ
ど
も
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
労
働
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
、
環
境
は
環
境
で

別
途
に
い
ろ
い
ろ
な
国
際
機
関
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
れ
を
貿
易
交
渉
の
中
で
、
こ
れ
も
一
緒
に
や
る
と
い
う
の

は
お
か
し
い
、
変
だ
と
い
う
こ
と
で
、
一
応
そ
う
い
う
も
の
を
避
け
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
難
し

い
、
議
論
を
招
き
や
す
い
議
題
な
も
の
で
す
か
ら
、
今
度
の
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
は
五
年
も
た
っ
て
い
ま
す
が
、
お
よ

そ
労
働
の
「
ろ
」
の
字
も
な
い
、
環
境
の
「
か
」
の
字
も
な
い
形
で
進
ん
で
き
た
の
が
、
今
度

T
rad
e
P
rom
otion

A
u
th
ority

の
延
長
の
た
め
議
会
の
承
認
を
受
け
る
段
に
な
る
と
、
そ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

い
わ
れ
出
す
と
、
こ
ん
な
も
の
は
ア
メ
リ
カ
で
こ
そ
ま
だ
こ
う
い
う
思
想
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
日
本
に
し
て
も

Ｅ
Ｕ
に
し
て
も
こ
れ
を
貿
易
交
渉
の
一
環
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
は
に
つ
い
て
は
非
常
にn

eg
ativ
e

で
す
か
ら
ね
。

そ
う
す
る
と
、
な
お
も
っ
て
延
長
は
難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
、
役
所
と
し
て
は
Ｔ
Ｐ
Ａ
は
延
ば
さ
ざ
る
を
得
な
い
な
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
う

ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
議
会
の
勢
力
関
係
は
困
っ
た
状
況
に
な
っ
た
な
と
。
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
議
会
の
協
力
を

何
と
か
取
り
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
で
、
例
え
ばS

ch
w
ab

さ
ん
と
い
う
通
商
代
表
は
、
選
挙
の
直
後

に
「
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
文
章
を
載
せ
て
、「
政
府
と
し
て
は
貿
易
問
題
に
つ
い
て
党
派
ラ
イ

ン
を
超
え
て
協
働
作
業
を
行
う
用
意
が
あ
る
こ
と
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
に
変
わ
り
は
な
い
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
交
渉
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
た
め
に
必
要
な
動
き
と
し
て
四
分

野
を
挙
げ
て
、
こ
う
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
議
会
の
納
得
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
ど
も

は
こ
う
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
き
ま
す
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
。

一
は
、「
Ｅ
Ｕ
、
日
本
、
そ
の
他
の
Ｇ
―
１０
国
に
よ
る
農
産
物
の
関
税
引
き
下
げ
の
大
幅
改
善
プ
ラ
ス

sen
sitiv
e

p
rod
u
cts

に
対
す
る

sig
n
ifican

t
n
ew

m
ark
et
access

」。

二
は
、「
主
要
な
途
上
国
が
農
産
物
関
税
の

d
eep
er
cu
ts

プ
ラ
ス

sh
eltered

sp
ecial

p
rod
u
cts

の
意
味

の
あ
るaccess

」。sp
ecial

p
rod
u
cts

は
別
扱
い
、
普
通
の
関
税
の
引
き
下
げ
よ
り
も
も
っ
と
緩
や
か
に
し
ま
す
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と
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
ア
ク
セ
ス
が
な
い
と
だ
め
だ
よ
と
い
う
こ
と
で
、
主
要
な
途
上
国

で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
や
イ
ン
ド
を
責
め
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

三
番
目
は
、「
Ｅ
Ｕ
と
米
国
に
よ
る
貿
易
歪
曲
的
農
業
支
持
の

d
eep
er
red
u
ction

s

」、こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
も

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
Ｅ
Ｕ
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

四
番
目
に
、「
先
進
国
及
び
主
要
途
上
国
に
よ
る
工
業
品
の
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
」
と
い
う
こ
と
も
い
っ
て
い
る

わ
け
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
新
議
会
に
対
す
る

F
arm

B
u
reau

の
要
求
は
、
市
場
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
意
外
に
低
い
。
一
番

最
初
に
、
合
法
的
労
働
力
確
保
の
必
要
を
含
む
総
合
的
移
民
制
度
の
改
革
。
移
民
が
違
法
労
働
者
を
招
き
寄
せ
る
よ

う
な
緩
や
か
な
移
民
法
に
な
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
、
も
っ
と
そ
れ
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が

大
勢
で
す
。
し
か
し
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
の
移
民
労
働
者
に
ア
メ
リ
カ
の
農
業
は
お
ん
ぶ
し
て
い
ま
す
か
ら
、
移
民
政

策
を
縛
る
の
は
い
い
ん
だ
が
、
そ
の
結
果
労
働
力
の
確
保
が
困
り
は
し
な
い
か
と
、
そ
の
心
配
で
す
。

そ
れ
か
ら
二
番
目
は
、
例
の
再
生
可
能
燃
料
、
こ
れ
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
の
値
段
を
非
常
に
引
き
上
げ
て
い

ま
す
ね
。
そ
れ
を
も
っ
と
政
策
的
に
プ
ッ
シ
ュ
し
て
、
要
す
る
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全
保
障
と
い
う
大
き
な
国
策
に

農
業
は
そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
さ
ら
に
プ
ッ
シ
ュ
し
て
く
れ
る
こ
と

が
、
や
は
り
農
業
団
体
と
し
て
も
大
事
だ
と
。
三
番
目
は
、
災
害
助
成
立
法
で
す
。

そ
れ
で
、四
番
目
に
や
っ
と
市
場
ア
ク
セ
ス
と
い
う
の
が
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
、市
場
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、

ア
メ
リ
カ
の
農
業
団
体
は
、
こ
こ
に
来
て
意
外
に
熱
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
感
じ
が
あ
り
ま
す
ね
。

そ
れ
か
ら
議
会
で
貿
易
問
題
を
所
管
す
る
の
は
、
下
院
は
歳
入
委
員
会
、
上
院
は
財
政
委
員
会
で
す
が
、
そ
の
委

員
長
に
は

R
an
g
el

下
院
議
員
（
民
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
選
出
）、及
びM

ax
B
au
cu
s

上
院
議
員
（
民
）
が

そ
れ
ぞ
れ
就
任
す
る
予
定
で
す
。
両
者
と
も
に
Ｔ
Ｐ
Ａ
の
延
長
を
検
討
す
る
用
意
が
あ
る
旨
を
言
明
し
て
は
い
る
も

の
の
、
そ
の
前
提
と
し
て
は
、
労
働
と
環
境
に
つ
い
て
の
強
力
な
規
定
を
含
む
民
主
党
に
と
っ
て
の
関
心
事
項
に
つ

い
て
納
得
の
い
く
対
応
が
な
さ
れ
た
場
合
に
限
ら
れ
る
旨
の
く
ぎ
を
刺
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

以
上
が
交
渉
プ
ロ
パ
ー
の
話
で
す
。
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次
に
「
農
業
法
案
」
で
す
。
こ
れ
は
非
常
に
交
渉
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。「
二
〇
〇
七
年
農
業
法
案
に
つ
い
て
は
、

民
主
党
も
農
村
の
有
権
者
と
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
選
挙
結
果
が
二
〇
〇
七
年
農
業
法
案
の
議
論
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
、
こ
う
い
う
見
方
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
日
本
と
似
て

い
ま
す
。
与
野
党
と
も
に
農
業
政
策
に
つ
い
て
そ
ん
な
に
差
は
な
い
。
共
和
党
か
ら
民
主
党
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
コ
ロ
ッ
と
農
業
政
策
の
対
応
が
変
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
今
度
の
議
長
さ
ん
が
中
西

部
の
出
身
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
ら
辺
の
方
の
影
響
が
大
き
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
ね
。

「
一
般
に
は
、
現
行
農
業
法
を
単
純
に
延
長
す
る
の
で
は
な
く
五
年
期
限
の
新
法
を
制
定
す
べ
き
と
い
う
の
が
大

方
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
あ
る
が
、
議
会
は
マ
イ
ナ
ー
な
修
正
は
行
う
に
せ
よ
、
現
行
法
案
の
内
容
を
維
持
す
る
こ
と

に
固
執
す
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
」。

こ
こ
は
一
一
月
段
階
で
書
い
た
の
で
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
見
る
と
、
圧
倒
的
に
二
〇

〇
二
年
農
業
法
を
、
微
調
整
は
あ
っ
て
も
基
本
は
現
在
法
の
ま
ま
で
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
非
常
に
強

い
。
農
務
長
官
の
ジ
ョ
ハ
ン
ズ
な
ど
は
、
今
の
農
業
法
案
は
あ
の
ま
ま
で
は
と
て
も
だ
め
だ
と
い
う
考
え
が
強
い
ん

で
す
が
、
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
一
つ
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
国
内
農
業
な
ど
に
対
す
る
デ
イ
シ

プ
リ
ン
が
非
常
に
厳
し
く
な
る
の
で
、
新
農
業
法
と
い
う
の
は
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
よ
う
な
形
に
も
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
こ
に
来
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
大
体
だ
め
じ
ゃ
な
い
か
、

あ
る
か
な
い
か
わ
か
ら
な
い
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
デ
イ
シ
プ
リ
ン
な
る
も
の
に
お
び
え
て
農
業
法
案
を
変
え
る
と
い
う
の
は
い

か
が
な
も
の
か
と
、
そ
う
い
う
考
え
が
非
常
に
強
い
の
で
す
。
だ
が
ジ
ョ
ハ
ン
ズ
な
ど
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
不
成
立
で
あ

っ
て
も
、
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
で
決
ま
っ
た
今
現
在
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
か
ら
み
て
、
ア
メ
リ
カ
の
現
行
農
業
制

度
と
い
う
の
は
非
常
に
弱
い
ん
だ
と
。
そ
の
証
拠
は
、
例
の
綿
花
に
対
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
で
負
け

ま
し
た
ね
。
あ
の
綿
花
で
負
け
た
こ
と
は
綿
花
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
大
豆
で
も
小
麦
で
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
も
み
ん

な
同
じ
だ
よ
と
い
う
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
の
例
の
サ
ム
ナ
ー
と
い
う
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
お
配
り
し
た
の
で
、
後
で
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
サ
ム
ナ
ー
さ
ん
と
い
う
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
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大
学
の
教
授
で
、
元
農
務
省
の
次
官
補
か
何
か
の
人
が
書
い
た
論
文
で
す
が
、
今
い
い
ま
し
た
よ
う
に
綿
花
で
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
で
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
に
訴
え
ら
れ
て
黒
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
綿
花
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
全
部
や
ら
れ
る

ぞ
と
い
う
警
告
を
発
し
た
わ
け
で
す
。

こ
の
論
文
は
去
年
の
一
〇
月
に
出
ま
し
て
、
こ
れ
が
非
常
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
ア
メ
リ
カ

は
、
去
年
の
一
〇
月
二
五
日
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
農
業
提
案
を
出
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
の
提
案
よ
り
も
思
い
切

っ
た
も
の
を
出
し
た
わ
け
で
す
。
今
ご
ろ
に
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
え
ら
い
責
め
ら
れ
て
、
国
内
農
業
政
策
な
ど
も
っ

と

d
eep
er
cu
ts

し
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
僕
は
、
一
〇
月
二
五
日
に
出
し
た
と
き
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
よ
く
出
し
た
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
今
み
ん
な
ケ
チ
を
つ
け
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
ね
。

な
ぜ
そ
れ
だ
け
の

d
eep
er
cu
ts

を
出
し
た
か
と
い
う
と
、
サ
ム
ナ
ー
論
文
が
一
番
の
背
景
、
動
機
に
な
っ
た

ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
サ
ム
ナ
ー
論
文
で
は
っ
き
り
し
た
、
綿
花
で
や
ら
れ
た
こ
と
は
即
そ
の
他
の
価
格
支
持
対

象
農
産
物
は
軒
並
み
や
ら
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

サ
ム
ナ
ー
さ
ん
と
い
う
の
は
、
今
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
教
授
だ
け
れ
ど
も
、
元
農
務
省
の
役
人
で
す
。
だ

か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
に
つ
い
て
そ
ん
な
批
判
的
な
こ
と
を
公
に
す
る
と
い
う
の
は
、
日
本
の
社
会
で
い
え
ば
縛

り
首
と
は
い
わ
な
い
け
れ
ど
も
非
常
に
や
り
に
く
い
こ
と
で
す
。さ
す
が
ア
メ
リ
カ
だ
な
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
こ
の
人
は
、
綿
花
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
提
訴
に
つ
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
っ
た
の
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル

に
知
恵
を
つ
け
た
の
は
こ
の
人
で
す
よ
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
綿
花
団
体
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
い
う
の
は
国

の
補
助
金
を
も
ら
い
な
が
ら
、
国
家
公
務
員
が
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
い
の
か
と
怒
っ
た
。
だ
け
れ
ど
も
、
い
ま
だ

に
や
め
て
い
な
い
。
え
ら
い
も
ん
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
論
文
が
出
ま
し
た
の
で
、
ジ
ョ
ハ
ン
ズ
農
務
長
官
な
ど
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
成
功
し
よ
う
が
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン

ド
が
物
に
な
ろ
う
が
な
る
ま
い
が
、
と
に
か
く
今
の
ル
ー
ル
か
ら
見
て
今
の
ア
メ
リ
カ
の
制
度
は
成
り
立
た
な
い
の

だ
か
ら
、
い
ず
れ
に
し
て
も
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
想
が
非
常
に
強
い
と
。
と
こ
ろ
が
、
議
会
だ
と
か

そ
の
バ
ッ
ク
に
い
る
農
業
団
体
な
ど
は
、
せ
っ
か
く
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
変
に
な
っ
た
ん
だ
か
ら
、
何
も
慌
て
ふ
た
め
い
て
変

え
る
必
要
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
。
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最
近
の
言
葉
で
は
、「
訴
え
る
な
ら
訴
え
て
も
い
い
、
負
け
は
し
な
い
よ
」
と
い
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
手
を
使
う

か
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
訴
訟
で
訴
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
非
常
に
強
気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
ち
ょ
っ
と
こ
の
文
章
か
ら
は
離
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
要
す
る
に
農
業
法
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
場
合
、
な
ぜ
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
の
は
、
一
つ
は
訴
訟
に
非
常
に
弱
い
と
い
う
点
で
す
。
そ
の

前
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
新
し
い
デ
イ
シ
プ
リ
ン
が
で
き
る
か
ら
そ
れ
に
あ
わ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が
あ
っ
た
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
消
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
か
ら
訴
訟
に
や
ら
れ
る
、
こ
れ
は
生
き
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
三
番

目
は
、
要
す
る
に
金
食
い
虫
で
は
な
い
か
。
す
ご
い
財
政
を
食
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
改
正
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
だ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
こ
こ
に
来
て
と
う
も
ろ
こ
し
等
の
値
段
が
上
が
っ
た
か

ら
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
サ
イ
ク
リ
カ
ル
・
ペ
イ
メ
ン
ト
に
し
ろ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ロ
ー
ン
に
し
ろ
、
そ
れ
ほ
ど
財
政

支
出
を
し
な
く
て
も
済
む
。
制
度
は
変
わ
ら
な
い
が
、
現
実
に
は
市
場
価
格
が
上
が
っ
た
た
め
に
金
が
そ
ん
な
に
か

か
ら
な
く
て
済
ん
だ
。
し
か
も
、
こ
こ
し
ば
ら
く
輸
入
は
ふ
え
る
、
需
要
な
ど
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
銭
金
の
こ
と
を

心
配
す
る
必
要
は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
そ
れ
や
こ
れ
や
で
、
別
に
農
業
法
を
そ
ん
な
に
大
き

く
変
え
な
く
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
が
大
き
な
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
も
、
サ
ム
ナ
ー
と
い
う
一
大
学
の
先
生
が
書
い
た
だ
け
で
は
な
く
て
一
番
最
後
の
一
五
に
書
い
て
い
ま
す
よ

う
に
、
一
〇
月
二
五
日
に
米
国
議
会
調
査
局
（
Ｃ
Ｒ
Ｓ
）
が
、�P

oten
tial

C
h
allen

g
es
to
U
S
F
A
R
M

S
u
b
sid
ies

in
th
e
W
T
O
：
A
B
rief

O
v
erv
iew

�
と
題
す
る
報
告
を
発
表
し
た
。

要
す
る
に
日
本
で
い
え
ば
議
会
の
農
林
水
産
調
査
室
と
か
い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。
そ
こ
が
や
は
り
サ
ム
ナ
ー
さ
ん

と
同
じ
よ
う
に
「
ア
メ
リ
カ
の
農
業
支
持
制
度
は
今
の
ま
ま
で
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
提
訴
に
は
弱
い
よ
」
と
い
う
の

を
出
し
た
わ
け
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
農
業
制
度
と
い
う
の
は
、
出
る
と
こ
ろ
に
出
た
ら
非
常
に
弱
い

と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
を
ほ
お
か
ぶ
り
し
て
ほ
と
ん
ど

m
in
or
ch
an
g
e

だ
け
で
済
ま
せ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
し
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
死
な
ず
に
生
き
返
っ
て
き
た
ら
、
僕
は
生
き
返
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
こ
の

二
、
三
日
非
常
に
怪
し
い
動
き
が
出
て
き
た
。
だ
か
ら
、
実
は
死
ん
だ
の
で
は
な
く
て
生
き
返
っ
て
く
る
危
険
が
出
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て
き
た
ん
で
す
ね
。
そ
う
な
る
と
農
業
法
の
議
論
に
つ
い
て
も
こ
ん
な
に
の
ん
き
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
き
返
っ
て
き
た
よ
と
い
う
の
を
示
す
一
つ
の
証
拠
物
件
は
、「S

u
san

S
ch
w
ab

（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
大
使
）
と

P
eter

M
an
d
elson

（
Ｅ
Ｕ
通
商
委
員
）
の
記
者
会
見
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
の
バ
ロ
ッ
ソ
と
い
う
ス
ペ
イ
ン
人
の
現
在
の
Ｅ
Ｕ
の
委
員
長
が
、
一
月
八
日
に

M
an
d
elson

通
商
委
員
等
を

引
き
連
れ
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
訪
ね
た
。
そ
れ
で
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
と
会
談
を
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
さ
ん
の
横
に
は

S
ch
w
ab

通
商
代
表
大
使
な
ど
も
い
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
で
さ
ら
に
昼
飯
を
食
べ
な
が
ら
話
し
た
。
そ
の
結
果
、

S
ch
w
ab

とM
an
d
elson

が
一
緒
に
並
ん
で
記
者
会
見
し
た
英
語
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
訳
し
た
も
の
で
す
。

「S
ch
w
ab
：

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
バ
ロ
ッ
ソ
Ｅ
Ｕ
委
員
長
が

O
v
al
O
ffice

に
お
け
る
会
談
後
行
っ
た
発
言

を
聞
か
れ
た
こ
と
と
思
う
。
彼
ら
は
非
常
に
興
味
深
い
、
広
範
囲
の
生
産
性
の
高
い
会
合
を
行
い
、
そ
の
後
昼
食
に

入
っ
た
。

M
an
d
elson

委
員
と
私
も
そ
れ
に
参
加
し
た
。
両
首
脳
は
、
我
々
が
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
が
前
進
す
る
よ

う
に
強
く
促
し
た
」。要
す
る
に
支
持
し
た
、
お
ま
え
た
ち
ち
ゃ
ん
と
ま
と
め
ろ
よ
と
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

「
米
国
と
Ｅ
Ｕ
が
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
の
成
功
裏
の
締
結
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
早
け
れ
ば

早
い
ほ
ど
い
い
。
し
か
し
、
時
間
表
よ
り
中
身
が
優
先
す
る
」。こ
こ
ら
辺
が
、S

ch
w
ab

さ
ん
の
政
治
家
に
な
り
切

れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
中
身
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
は
だ
れ
で
も
わ
か
っ
て
い
る
ん
で
、
や
や
こ
れ
は
事
務

的
で
す
。
政
治
家
で
は
な
い
。
今
さ
ら
中
身
な
ど
と
い
う
こ
と
を
言
い
出
す
と
切
り
が
な
い
話
で
す
。

「
き
ょ
う
我
々
は
い
い
会
談
が
で
き
た
と

P
eter

も
多
分
同
意
す
る
で
し
ょ
う
。
我
々
は
明
ら
か
に
前
進
し
て

い
る
。
こ
こ
で
多
少
活
発
な
モ
ー
メ
ン
タ
ム
が
出
て
き
た
。
何
年
も
か
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
か
ら
停
止
（
昨
年
七
月
）

に
至
る
経
験
を
し
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
今
回
の
会
談
の
結
果
と
い
う
の
は
非
常
に
歓
迎
す
べ
き
変
化
だ
」
と
い
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

「
準
閣
僚
ク
ラ
ス
レ
ベ
ル
、
上
級
担
当
官
レ
ベ
ル
で
き
ょ
う
の
よ
う
な
バ
イ
の
対
話
が
多
数
行
わ
れ
て
い
る
」。「
合

意
に
達
す
る
た
め
に
は
、
二
ヵ
国
や
二
つ
の
機
構
間
の
合
意
で
は
済
ま
な
い
こ
と
は
我
々
み
ん
な
が
承
知
し
て
い

る
。
多
数
の
国
の
参
加
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
米
・
Ｅ
Ｕ
間
に
原
則
の
違
い
が
あ
る
農
業
だ
け
が
前
進
す
る
の
で
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は
な
く
工
業
も
サ
ー
ビ
ス
も
前
進
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」。

そ
れ
で

M
an
d
elson

が
、「
我
々
は
、
き
ょ
う
ド
ー
ハ
交
渉
の
新
た
な
は
ず
み
を
求
め
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
や
っ
て

き
た
。
私
は
そ
れ
を
み
つ
け
ら
れ
た
と
確
信
す
る
。
我
々
は
ま
ず
最
初
に
議
会
でP

elosi

下
院
議
長
と
多
数
党
総
務

の
H
arry

R
eed

議
員
に
お
会
い
し
た
。
次
い
で
大
統
領
及
び
そ
の
同
僚
と
お
会
い
し
、
今
私
と

S
ch
w
ab

と
が
会
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
ド
ー
ハ
合
意
は
で
き
る
（d

oab
le

）」
と
。
こ
れ
は
、
今
の
段
階
で
こ
こ
ま
で

い
う
と
い
う
こ
と
は
由
々
し
い
こ
と
で
す
よ
。「
開
か
れ
て
い
る
わ
ず
か
な
時
間
的
枠
内
に
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か

ら
３
月
の
末
ま
で
の
こ
と
で
す
。「
完
成
で
き
る
と
い
う
確
信
を
新
た
に
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
バ
ロ
ッ
ソ
委
員

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
く
歓
迎
す
る
次
第
。こ
の
交
渉
の
完
成
は
、こ
の
種
の
政
治
的
意
思
に
か
か
っ
て
い
る
」。

や
は
り

M
an
d
elson

の
方
が
政
治
家
で
す
よ
ね
。

「
我
々
と
大
統
領
と
の
議
論
に
よ
っ
て
、
大
統
領
が
世
界
貿
易
交
渉
の
成
功
裏
、
か
つ
早
期
の
合
意
を
望
ん
で
い

る
こ
と
、
及
び
合
意
達
成
の
た
め
に
彼
と
一
緒
に
な
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
作
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ド
ー
ハ
交
渉
は
、
経
済
的
理
由
の
た
め
に
、
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
信
頼
の
た
め
に
、
多
角
的
制
度
を
強
固
に

し
、
途
上
国
が
利
用
で
き
る
貿
易
上
の
利
益
を
生
み
出
す
た
め
に
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
政
治
的
理
由

か
ら
も
大
事
で
あ
る
。
ラ
ウ
ン
ド
が
成
功
す
る
こ
と
は
、
国
際
社
会
が
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
、
信
頼
を
高
め
る
た

め
に
協
働
し
て
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
評
価
が
会
談
に
お
い
て
強
く
共
有

さ
れ
て
い
た
と
思
う
」。

「
ま
た
、
こ
こ
（
米
国
）
に
お
け
る
立
法
上
の
理
由
か
ら
」、さ
っ
き
の
要
す
る
に
Ｔ
Ｐ
Ａ
、
交
渉
権
限
法
、
そ
れ

が
六
月
の
末
で
切
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
そ
の
立
法
上
の
理
由
で
す
。「
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
選
挙
そ
の
他

の
理
由
か
ら
」、つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。「
緊
急
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
感
覚
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
し
か
し
、
私
が
最
も
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
強
い

個
人
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
あ
る
」。

「
我
々
の
下
院
民
主
党
首
脳
部
と
の
接
触
は
、彼
ら
が
野
心
的
な
多
角
的
協
定
を
支
持
す
る
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
。

彼
ら
は
ド
ー
ハ
が
、
米
国
に
と
っ
て
、
我
々
す
べ
て
に
と
っ
て
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
な
ぜ
重
要
で
あ
る
の
か
を
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理
解
し
て
い
る
」。

「
最
後
に
、
我
々
は
Ｅ
Ｕ
と
米
国
と
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
実
際
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、

成
功
の
た
め
に
は
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
こ
と
を
お
互
い
に
知
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。
我
々
は
、
こ
の
合

意
が
成
功
す
る
た
め
に
一
緒
に
作
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
全
体
が
、
彼
ら
の
利
害
が
明
確
な
声

と
な
り
進
展
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
発
言
し
確
保
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
の
何
ら

か
の
バ
イ
の
合
意
が
で
っ
ち
上
げ
ら
れ
、
次
い
で
そ
れ
が
他
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
に
渡
さ
れ
る
（
押
し
つ
け
ら
れ
る
）

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は
た
と
え
可
能
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
我
々
が
実
現
を
望

ん
で
い
る
よ
う
な
類
の
成
功
裏
の
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

W
ash
in
g
ton

D
aily

の

Jim
B
erg
er

記
者
は
、「
こ
の
新
し
い
重
力
の
中
心
に
向
か
っ
て
す
べ
て
のk

ey

p
lay
ers

が
同
時
に
ス
テ
ッ
プ
を
と
る
と
期
待
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
の
よ
う
な

一
、
二
の
参
加
国
が
ま
ず
動
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
ダ
ボ
ス
に
お
い
て
起
こ
る
こ
と
に
な
る
の
か
」

と
い
う
質
問
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て

S
ch
w
ab
は
、「
こ
こ
で
我
々
が
話
し
合
っ
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
は
も
の
す
ご
く
複
雑
で
あ
る
と

思
う
。
三
次
元
の
チ
ェ
ス
ゲ
ー
ム
を
考
え
た
ら
い
い
。
例
え
ば
先
週
、
私
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

A
m
oriu
m

大
臣
と
話

し
合
う
機
会
が
あ
っ
た
。
今
週
末
、
実
際
明
日
に
は
日
本
の
甘
利
経
産
大
臣
と
会
う
し
、
そ
の
翌
日
に
は
日
本
の
松

岡
農
水
大
臣
と
お
会
い
す
る
。M

an
d
elson

委
員
も
同
じ
よ
う
な
会
談
を
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。
こ
の
種

の
バ
イ
の
意
見
交
換
は
目
に
見
え
る
。し
か
し
、水
面
下
に
お
い
て
す
ご
い
数
の
バ
イ
及
び
小
グ
ル
ー
プ
の
会
合
が
、

上
級
官
僚
、
上
級
農
業
交
渉
官
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
進
行
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
二
ヵ
国
、
あ
る
い
は
三
ヵ
国
、

あ
る
い
は
五
ヵ
国
、
七
ヵ
国
、
二
〇
ヵ
国
と
次
第
に
ふ
え
て
い
く
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
は
、
恐

ら
く
非
現
実
的
だ
と
思
う
。
他
方
、
現
在
我
々
が
進
め
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
具
体
性
、
優
先
度
、sen

sitiv
eities

、
R
ed
lin
e

（
こ
こ
か
ら
超
え
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
、
日
本
に
と
っ
て
は
例
え
ば
上
限
関
税
な
ど
）、パ
ラ
メ
ー
タ

ー
及
び
ど
の
領
域
で
収
斂
が
可
能
か
に
つ
い
て
感
覚
を
つ
か
む
た
め
に
極
め
て
有
用
で
あ
り
、
系
列
的
に
か
、
そ
れ

と
も
一
度
に
す
べ
て
の
国
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
６
加
盟
国
程
度
か
、
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
の
参
加
国
か
に
か
か
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わ
ら
ず
、
次
の
ラ
ウ
ン
ド
の
作
業
に
な
っ
た
場
合
に
厄
介
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
起
こ
ら
な
い
で
済
む
。
こ
れ
こ
そ
が
真

に
鍵
に
な
る
と
私
は
思
う
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
記
者
が「
米
国
と
Ｅ
Ｕ
の
間
の
問
題
に
つ
い
て
、き
ょ
う
新
し
い
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
な
ぜ
な
の
か
、

も
う
少
し
詳
し
く
明
ら
か
に
で
き
な
い
の
か
、
も
っ
と
具
体
的
に
で
き
な
い
の
か
」
と
聞
い
た
ら
、「
そ
れ
は
、
こ
こ

で
我
々
が
良
い
議
論
が
で
き
た
か
ら
だ
が
、
我
々
の
上
級
の
担
当
者
た
ち
も
最
近
の
数
週
間
に
会
合
を
重
ね
て
き
て

お
り
、
彼
ら
が
進
展
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
も
あ
る
。k

ey
issu
es

あ
る
い
は

k
ey

n
u
m
b
ers

に
つ

い
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
合
意
に
は
な
い
が
、
は
る
か
に
大
き
な
理
解
と
相
当
の
収
斂
が
今
や
で
き
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
」。こ
こ
ら
辺
が
非
常
に
臭
い
ん
で
す
。
恐
ら
く
何
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
字
は
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
前
進
が
見
ら
れ
た
結
果
、
我
々
は
今
朝
、
我
々
の
政
治
的
ボ
ス
（
大
統
領
、
委
員
長
）
に
対
し
て
、
ラ
ウ
ン
ド

に
新
た
な
希
望
が
出
て
き
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
今
や
我
々
は
そ
の
作
業
に
基
づ
い
て
構
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
ラ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
成
功
を
で
き
る
だ
け
早
く
テ
ス
ト
す
る
た
め
に
、
我
々
の
間
に
お
い

て
さ
ら
に
い
か
な
る
議
論
、
い
か
な
る
作
業
、
い
か
な
る
会
合
を
、
今
後
の
数
週
間
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

そ
し
て
、
そ
れ
に
は
強
化
さ
れ
加
速
化
さ
れ
た
作
業
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
我
々
の
間
で
概
略
を
描
い
た
と
い
う

こ
と
を
報
告
す
る
能
力
が
与
え
ら
れ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
、
今
朝
我
々
に
送
ら
れ
た
マ
ン
デ
ー
ト
だ
と
感
じ
た
。
私

は
、
大
統
領
が
別
れ
際
に
い
っ
た
言
葉
、�G

o
to
it,
S
u
san
,
G
o
to
it,
M
an
d
elson

.
Ju
st
g
et
it

d
on
e,

�
と
い
う
こ
と
が
彼
の
本
当
に
い
っ
た
こ
と
だ
と
思
う
」。こ
れ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、
お
ま
え
た

ち
、ち
ゃ
ん
と
や
れ
よ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
だ
か
ら
、非
常
に
あ
い
ま
い
な
表
現
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、

動
き
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
よ
、
こ
れ
だ
け
い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。

ア
メ
リ
カ
と
Ｅ
Ｕ
が
手
を
握
っ
て
、
こ
れ
が
い
い
と
い
っ
て
手
渡
し
て
押
し
切
る
よ
う
な
こ
と
は
や
る
つ
も
り
は

な
い
と
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、や
は
り
そ
う
い
う
要
素
が
な
い
と
ま
と
ま
ら
な
い
。時
間
的
余
裕
が
な
い
と
き
に
、

全
部
の
意
見
を
聞
い
て
い
た
ら
、
異
論
続
出
で
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
よ
。
だ
か
ら
、
や
は
り
あ
る
程
度
の
時
間
切
れ
み

た
い
な
と
き
に
、「
は
い
、
こ
れ
し
か
な
い
」
と
い
っ
て
…
…
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
日
本
な
ど
も
よ
ほ
ど
注
意
し

て
い
な
い
と
い
け
な
い
動
き
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
。

������������������ＷＴＯ農業交渉とアメリカ農業法案の行方に関する一つの見方
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編
集
後
記

◎
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
が
、
昨
年
七
月
以
降
�
凍
結
�
状
態
に
追
い
込
ま

れ
、
瀕
死
の
国
際
機
関
を
何
と
か
蘇
ら
せ
よ
う
と
主
要
国
の
駆
け

引
き
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。「
凍
結
」
と
表
現
し
た
が
、
塩
飽
氏
も

い
わ
れ
て
い
る
が
「
中
断
」
と
か
「
死
ん
だ
」
と
も
報
道
さ
れ
る

よ
う
に
、
マ
ス
コ
ミ
が
使
う
言
葉
や
そ
の
概
念
は
必
ず
し
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な
い
と
い
え
ば
、
凍
結
を
決
め
た
は
ず
の

七
月
の
一
般
理
事
会
で
は
、
凍
結
を
正
式
に
決
定
し
て
は
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
で
も
、
そ
の
理
由
が
「
手
続
き
を
曖
昧
に
し
て

お
く
こ
と
で
、
い
つ
、
ど
う
い
う
形
式
で
再
開
す
る
か
の
判
断
を

ラ
ミ
ー
事
務
局
長
に
任
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
」
と
解
説

さ
れ
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
�
高
度
な
外
交
テ
ク
ニ
ッ
ク
�
な
の
か

と
、
妙
に
納
得
し
て
し
ま
う
。

こ
う
し
た
間
隙
を
つ
い
で
決
め
ら
れ
た
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
入
り

が
、
本
年
早
々
予
定
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
同
様
重
要

品
目
の
例
外
扱
い
は
守
り
抜
く
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
甘
い

も
の
で
な
い
こ
と
は
交
渉
当
事
者
で
あ
る
本
人
達
が
一
番
ご
存
知

の
は
ず
。
既
に
小
麦
や
砂
糖
、
牛
肉
・
乳
製
品
へ
の
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
と
試
算
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
の
不
安
は
、
日
豪

交
渉
を
�
高
見
か
ら
見
物
�
し
て
、
妥
結
後
に
豪
と
の
同
等
待
遇

を
求
め
て
日
本
責
め
を
行
う
で
あ
ろ
う
他
の
輸
出
国
か
ら
の
二
の

矢
、
三
の
矢
だ
。
日
本
農
業
に
と
っ
て
、
原
則
無
税
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
や

Ｅ
Ｐ
Ａ
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま
り
も
な
い

だ
け
に
、
議
論
の
中
味
は
と
も
か
く
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
再
生
を
強
く
願

わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
は
〇
一
年
の
開
始
か
ら

五
年
が
経
過
し
た
。
そ
れ
で
も
Ｕ
Ｒ
ラ
ウ
ン
ド
が
八
年
か
か
っ
た

こ
と
を
思
え
ば
、過
度
に
悲
観
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

◎
と
こ
ろ
で
、
最
近
と
み
に
耳
目
に
触
れ
本
号
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
が
、
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
メ
イ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

躍
り
出
て
い
る「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
」。ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、

中
国
の
頭
文
字
で
、
五
十
年
後
に
は
経
済
大
国
と
し
て
世
界
に
君

臨
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
る
新
興
大
国
を
指
し
て
い
る
。

豊
富
な
資
源
を
基
礎
に
経
済
成
長
著
し
い
国
々
だ
が
、
い
ず
れ
も

急
成
長
の
陰
で
環
境
汚
染
や
都
市
と
農
村
の
所
得
格
差
な
ど
の
矛

盾
も
抱
え
て
い
る
。
特
に
農
業
・
農
村
問
題
で
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

下
で
の
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
米
国
の
補
助
金
付
き
輸
出
攻
勢

は
彼
ら
に
と
っ
て
も
脅
威
に
な
っ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
複
雑
化
す
る
中
東
情
勢
や

核
の
拡
散
な
ど
の
問
題
山
積
の
な
か
で
、
こ
う
し
た
大
国
が
相
変

わ
ら
ず
国
益
の
み
を
追
い
求
め
る
時
代
は
と
う
に
過
ぎ
て
い
る
。

既
成
の
�
大
国
�
も
含
め
て
、
二
十
一
世
紀
の
真
の
大
国
と
は
如

何
な
る
言
動
を
と
る
べ
き
か
、
是
非
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
場
で
も
競
っ

て
ほ
し
い
も
の
。

（
太
田
）
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